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はじめに
平成20年に改訂された『中学校学習指導要領 《音楽》』(文部科学省 2008)が,平成 24
年度から全面実施されることになり,中学校では和楽器を用いた授業について教材の開発
や指導方法等の研究が行われている。しかし,学校現場では和楽器不足など指導者が授業
に対して抱く不安もあり,和楽器の授業を実践できる学校は限られているのが現状である。
「和楽器については,簡単な曲を通して,伝統音楽の良さを一層味わうことができるよう
にする」[文部科学省 :2008]と学習指導要領に明記されている。その内容を達成するため
に、指導者の不安を少しでも解消することができれば、今後の和楽器授業は充実すると考
える。そのためには,和楽器で何を学ぶのか,何が学べるのか,ということについて具体
的に実践を通した事例が求められる。
本論文は,和楽器の一領域である和太鼓授業の研究である。筆者が取材 した具体的な事
例や授業実践の分析・考察をもとに和太鼓授業の課題について明らかにしたい。
第 1章では,授業実践―前段一として授業で準備すべきことを述べたい。第 1節では,
中学校音楽科指導者が和太鼓の授業を計画する上で,知識として必要と思われる太鼓に関
係する神話・埴輸・雅楽・儀式・祭 り・合図・太鼓職人等のアつの資料を集めた。
(l)日本の神話におけるアメノウズメノミコトが桶を踏みならした記事がある。この記
述から、アメノウズメノミコトは桶を踏むことにより,桶を打ちものとして使用し
ていたと想像できる。神話の中にある打ちものが太鼓の起源として考えられる。
(2)群馬県で出土された「太鼓をたたく男子」の埴輪。これは古墳時代に出土されたも
ので,この埴輪から当時の生活に太鼓が使用されていたことがわかる。
(3)日本の伝統音楽である雅楽の歴史。日本に雅楽が導入された経緯を述べている。
(4)四天王寺の聖霊会。毎年 4月に行われる聖徳太子の聖霊会は,日本でも歴史のある
儀式の一つである。
(5)京都の祗園祭をもとにして九州の小倉藩主が始めた小倉祗園太鼓。これは祭 りに関
する資料である。京都の祗園祭 りと小倉の祗園祭 りの起源を知ることにより,祭り
の中で演奏される太鼓について理解を深めることができる。
(6)明石神社にあるとき打ち太鼓。この太鼓は明石城で時を知らせる合図として実際に
使用されていたものである。
(7)太鼓職人に関する資料。
第 2節では,新潟県佐渡市にある「鼓童」研修所で行われたワークショップ「鼓童塾」
に筆者が参加した。筆者を含めた参加者20人の活動内容の解説と学習の成果,指導のワン
ポイントについて述べている。
第2章は,神戸市内の中学校 1年生5クラスを対象にした 1年A組の授業実践である。
第 1節では,授業で使用する和太鼓教材 「海峡たぬき太鼓」についての楽曲分析である。
この教材にあるリズムや日唱歌について指導のポイントを述べている。また,日唱歌を入
れた五線譜,日唱歌を入れた五線を使わない楽譜などを記載している。これは,前者の日
唱歌を入れた五線譜は教師用の資料として使用するが,生徒にはそれを提示せず,後者の
五線を使わない楽譜を提示することによつて生徒にどのような反応が見られるかを観察し
たい。第2節では,授業の指導案とワークシー トを記載している。指導案は全3時間とし、
指導者は調査対象校の音楽科教師に依頼した。ワークシー トは I・Ⅱと2枚用意した。ワ
ークシー トIでは,太鼓の響きや余韻を聴いて感 じたことは何か。次に和太鼓がどのよう
な時 (行事や生活の中)に使われていた力、 最後にプロの和太鼓演奏をDVDで鑑賞し,プ
ロの奏者が良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をしているかについて発問した。ワ
ークシー トⅡでは,日唱歌を体験して感じたことは何か。楽譜が読めるかどうか。日本の
伝統音楽を学んで感 じたことについて発問した。最後に伝統音楽でやつてみたいことは何
かという発間をし,伝統音楽に関する生徒の意識調査を行つた。第 3節では,授業実践の
流れについて記述している。全 3時間の流れについて,指導者と生徒の発言を中心に,そ
の時の様子を写真,図,説明コメントを入れながら記述している。
第 3章では,授業実践における分析・考察から和太鼓授業のさらなる課題を述べたい。
第 l節では,授業実践における分析と考察を行つた。分析の方法は,授業中に生徒が記述
したワークシー ト2枚をもとに,発間に対する全生徒の回答を記載し、項目ごとにグラフ
化した。分析したグラフと生徒の記述をもとに,筆者が考察を行った。第2節では,「日本
の大鼓について」の発展的な学習事例。晴J作和太鼓の多様性の実践体験をもとに,指導者
としての課題,教材・指導案・ ワークシー ト0授業の流れの発展のための課題,最後は和
太鼓授業の考察より,さらなる発展のための課題を述べている。
第 1章 和太鼓の授業実践 一前段一
第1節 日本の大鼓について
<日本の神話・伝説より>
日本で現存する最も古い文献とされている『古事記』は,和銅5年(ア]2)に完成した本
である。『古事記』は海菌耐■とぃぅ非凡な暗記力の持ち主が皓話したものを,ガ要芳稲が
漢字で筆録したものと伝えられている。[吉川 :1984:18]
日本音楽の起源として [吉川:1965:7]は『古事記』の記事 (天の岩戸)を以下のよう
に紹介している。
「スサノオノミコトの乱暴により,アマテラス大神が天の岩戸の中に隠れたので,天地が闇になったため,
神々が協議の末,岩戸の前に祭儀の準備を整え,アメノウズメノミコトに次のようなことをさせた一中略
―この「古事記」の文では,ウズメはいろいろな植物を身につけて,桶をさかさに伏せて,その上を踏み
ならしながらス トリップ 。ダンスのようなことをしたと解釈される」
あくまでも神話であるため,現実の話ではないが,桶が打ちものとして使われていたと
推測できる。
<太鼓を持つ埴輸>
日本の大鼓は,いつ頃から使われるようになつたの
だろうか。
東京国立博物館に,群馬県佐波郡境町から出土した
古墳時代 (4～6世紀)の『太鼓をたたく男子』とい
う埴輸があると言われている。2013年9月,東京国
立博物館を訪問した際には展示されていなかつたが,
東京国立博物館のデータベースには画像 (図1)があ
る。この埴輸は,体の左側に太鼓を斜めに構え,右手
に持つたバチ (1)が鼓面に接触している。左手は太鼓
の下側を持つて支えているか,鼓面に手をつけている
かのようである。また,鼓面からひも状のものが見え
るということは,古墳時代に締太鼓を使用していたこ
鞭
とが想像できる。このように,古墳時代,それ以前から生活の中で太鼓が使用されていた
と推測される。
東京国立博物館 太鼓をたたく男子[#1]
<雅楽について>
日本の伝統音楽として中学校音楽
科教科書で紹介される雅楽「越天楽」
がある。その中で演奏される楽器に太
鼓がある。
日本の伝統音楽である雅楽 (管楽
器 0絃楽器 0打楽器)とはどういう音
楽なのだろうか。また,いつごろ,ど
この国から伝わつたのだろうか。
[/1原ヽ :2013:35]
寺内によると,「『雅楽』という用語と音楽は,もともと古代中国の孔子 (前五五一～前四七九)によ
つて興された儒教の礼楽思想に基づく音楽を指す。礼楽思想とは,正しい行いと正しい音楽が相応すると
いう考え方で, しばしば,正しい音楽が響くと,世の中は平和に秩序正しく維持され,逆に,乱れた音楽
が聞こえると世の中も乱れ,国が滅びる,と言われた。したがって,歴代の皇帝にとつて,正しい音律や
音楽の維持管理は重要な任務の一つであり,礼楽は,中国の知識人の教義である『六芸 (り=礼,楽,射,
御,書,数』の筆頭にも置かれた。雅楽は,具体的には,この儒教の礼楽思想に則つた,天神地祗
“
)と祖
先を祀る儀式のための音楽として実践された。」[寺内 :2011:3]と述べている。
そもそも<雅楽>とはどんな音楽なのだろうか。南谷は<雅楽>というものを,次の三
つに分けて説明している。
「①日本古来の音楽から発展したもの 主に,皇室および神道の儀式で用いられる音楽である。神楽・
東 遊・倭 歌 。大歌・久米歌・謙歌
“
)など,主として官廷の行事や儀式において演奏される音楽であ
る。一中略一 ②外来の楽舞 五世紀から九世紀の間に,主に中国大陸および朝鮮半島より伝来した音楽
と舞に由来するもの。インド・ベ トナム地域やシルクロードを西にたどつた地域から伝来した音楽や舞も
含まれるが,平安時代中期以降,中国大陸より伝来した音楽を中心とする『唐楽』と朝鮮半島より伝来し
た音楽を中心とする『高麗楽』との2つのジャンルに整理分類された。一中略―③平安時代の新作歌曲 外
来の楽舞が定着した後に,平安貴族が,宮中の御遊 (皇族や貴族たちが催した音楽会で,自らも楽器の演
奏や歌を歌つたりして音楽演奏に参カロする)などで楽しむために作成された声楽曲。当時の民語や俗謡を,
唐楽や高麗楽の旋律にのせて歌う『催馬楽』と,漢詩を吟ずる『朗詠』の二種類があり,いずれも楽器の
伴奏がつく。『今様』や『歌披講』なども含めて『邸 曲』と称された。正式には,②の管絃と組み合わせ
て演奏される。」[南谷:2008:120-121]
官内庁式部職楽部 雅楽2012年欧州公演のインターネット記事には,雅楽の歴史が次の
ように述べられている。[#2]
「日本に伝来した最初のものは,『三韓楽』(『三国楽』と呼ばれた百済,新羅,高句麗 (高麗)の朝鮮半
島由来の舞と楽曲です。日本における最も古い記録は,允恭天皇が崩御された折 (453年)に,新羅王が
楽人80人を送って哀悼の意を表したという『日本書紀』における記述で,欽明天皇15年(554)2月には,
百済から楽人4人が渡来したとの記録もあります。」
538年百済 よ り仏教が伝来 し,612年伎楽が伝来す る。南谷 による と,「雅楽の歴史を紹介す
るに際して,必ず紹介されるのが『聖総美ギ棋暦』にある推古天皇二十年の六一二年,百済の条摩之が伎
業を伝えたという伝承である。一中略― 伎楽とは,古代に日本に伝来した外国音楽で,後に雅楽として
まとめられることになる音楽芸能の源のひとつであるといえよう。」[南谷:2∞8:121-122]と述べら
れている。
正倉院には,宮内庁が管理・研究を進め
ている東大寺の正倉院23種,100余点にの
ぼる楽器が収められている。その中に磁鼓
(図3)がある。正倉院宝物の検索サイ トに
は,「陶製の鼓の胴で,緑・黄・自の釉薬を施して
いる。胴に大きなくびれをつけた砂時計型の鼓は唐
楽に用いられた細腰鼓 (さいようこ)の一種で,イ
ンドを発祥の地とする。」[#3]と説明がある。
このように,正倉院にある古くから現存す
図 3
正倉院 磁鼓
る宝物からインドや中国大陸を経由して日本に楽器が入つてきたことがわかる。
三韓楽や仏教の伝来とともに器楽や舞踊が伝わり,中国大陸から遣唐使の派遣を通じて
唐楽が伝わり,文武天皇の大宝元年 (70])にこれらの楽舞を公的なものとして管理伝習し
ていく機関として,確諭筆ギが設置されたのである。
寺内は,「雅楽寮が記録から見えなくなるのに代わつて奏楽の記録が増えるのが,左右衛府 皓)の官人
である。一中略― 十世紀後半になると,これらの楽人の舞,歌,楽器の職掌が次第に専門家し,伝承が
世襲的に継承されるようになった。このような世襲的な楽人の家を慣例的に『楽家』と呼んでいる。一中
略― こうした世襲的な楽家は,京都,奈良 (南都),大坂 (天王寺)の二つの都市に集団を形成した。一
中略―この三箇所の楽人を『三方楽人』『三方楽所』と呼ぶことがある。」[寺内:2011:28-29]と述ベ
ている。
<四天王寺 聖霊会>
四天王寺の聖霊会は毎年行われている。寺内によると,「聖霊会とは,寺の創始者・聖徳太子の
法会のことである。太子の命日は旧暦二月二二日とされ,江戸時代まではこの日に聖霊会を行つていた。
現在は新暦四月二二日に行つている。」[寺内:2011:103]と述べている。
2013年4月22日に四天王寺の聖霊会を拝見した。六時堂前の石舞台で舞楽や声明で聖
徳太子を供養する法要が行われ,参拝者のために説明のアナウンスも行われていた。昼ご
ろから夕方の 5時すぎまでゆつたりとした時間が過ぎていく感じであつたが,かつては早
朝から夕方まで時間をかけて行われていたそうである。寺内は,「この行事は,平安時代に盛ん
に行われていた舞楽を伴 う仏教の法要 。舞楽四箇法要の伝統を今に伝える貴重な遺産であるからである。
聖霊会の舞楽は,昭和五一 (一九七六)年に国の重要無形文化財に指定されている。仏教の法要は,基本
的に,僧侶の声明の読誦 (経などを声に出して唱え,歌うこと)が中心であるが,法要の中には,仏・菩
薩,高僧等を供養するために数々の芸能を献じるものがある。それらの音楽や舞は,単に楽しみとして演
じられるだけでなく,法要の本体に有機的に取り込まれ,声明や僧侶の動作と密接に結びつき,組み立て
られている。舞楽四箇法要とは<唄>,<散華>,<梵音>,<錫杖 >という四種類の声明を含む法要
で僧侶の登退場や,声明の間に雅楽の奏楽や舞楽の上演がある。<唄>,<散華>のみ含む法要は,二箇
法要と呼ばれる。」[寺内 :2011:104]と述べてい る。
四天王寺 聖霊会 2013.4.22 筆者撮影
南谷によると,「四天王寺において舞楽が演じられる場合,聖霊会では『大太鼓』が,それ以外の場
では『楽太鼓』が用いられます。儀式において,『行 遭』が行われる際には,歩きながら演奏できるよう
に担ぎ手が担ぐ『`書｀実譲』も用いられます。聖霊会では,石舞台の南側に左右一対の大太鼓が置かれます。
現在では,十七世紀のはじめの元和の再興の際の豊臣秀頼公寄進の大太鼓が重要文化財指定を受けたため
に,昭和四十二年に新たに制作された大太鼓が用いられています。これは,撥面の直径がニメートルニ五
センチもあり,大太鼓台上に設置すると高さ六メー トルにも及ぶ大太鼓です。左方では,太鼓の周囲を飾
る火焔の上部に龍が,右方では,鳳凰が彫刻され,火焔の頂上には樺が立てられその先端には,左方では,
日輪,右方では月輪が輝いています。一中略― 太鼓の演奏者は檸を両手に,立ったまま伸び上がるよう
にしてこれを打ちます。演奏法は,左手で打つ弱奏の『図』と右手で打つ強奏の『百』の,弱と強の打ち
方を対にして奏することが基本となっています。」[南谷:2008:112-‖3]と述べている。
太鼓の中央に描かれている巴について小野は,「中国の太極 (易学に発し,宋学の宇宙生成論で重
視された概念。気の原初の形で,それ自体は形も動きもなく,ここから陰陽の二元が生じるとする)の思
想を表すもの。伝説上の帝王・伏犠が編み出した宇宙観,すなわち虚無が二つの宇宙から構成されており,
陰と陽とから成り立っているという見方のもとに構図され,たとえば男女,明暗,肯定と否定など,極限
の対立と調和を象 つている。中国や朝鮮では二つ巴が用いられているが,日本ではそうした大陸の哲学的
伝統性を受け入れながらも,平安時代に奇数による日本的統制の和を示した二つ巴を完成させ,以後,三
つ巴をアレンジしたさまざまな紋が発展した。」[小野 :2005:114-115]と述べている。
聖霊会 右の大太鼓 2013.4.22 筆者撮影
図 6
聖霊会 左の大太鼓 2013.4.22 筆者撮影
図 7
聖霊会 荷太鼓 2013.4.22 筆者撮影
<小倉祗園太鼓>
2013年7月20日,<祭り>の取材
で北九州市の小倉へ行つた。その日は
小倉祗園太鼓の 2日日,「おもてなし
太鼓」の太鼓体験と第 66回小倉祗園
太鼓競演大会があつた。筆者の目的は,
小倉の町を歩き,祭りを肌で感じるこ
とと小倉祗園太鼓に関する文献を調
べることである。JRガヽ倉駅前に小倉
祗園太鼓の説明が書かれた石版とと
もに太鼓とジャンガラ (銅拍子)を打
つ少年3人の像 (図9)がある。昭和
34年7月建立と石板に彫られていた。
無法松の碑 2013.ア.20筆者撮影
小倉祗園太鼓石像 2013.7.20 筆者撮影
小倉駅から都市モノレール小倉線に沿つて南ヘ
歩いていくと旦過駅がある。その近くに、映画「無
法松の一生」に登場する無法松 (富島松五郎)の石
石卑 (図10)がある。
作家岩下俊作の「無法松の一生」について北九州
市立文学館資料によると「無法松の一生」は,4回
映画化され,もとの題は 「富島松五郎伝」という。
「無法松の一生」のス トー リーは,人力車引きの松
五郎が,戦争で夫を亡くした奥さんに恋をする話で
ある。三船敏郎が松五郎を演じた監督稲垣浩,脚本
伊丹万作 0稲垣浩の映画「無法松の一生」は,1958
年にベニス国際映画祭グランプリを受賞している。
この映画の中で,小倉のJFE園祭りの日に松五郎が太鼓を打つシーンについて [茂木 :2003:
141]は,「戦後の創作太鼓に大きな影響を与えた。」と述べている。
続いて北九州市の中央図書館へ行つた。(∂ そこで,小倉祗園太鼓について調べていると
京都の祗園祭りと深い関わりがあることがわかった。以下の資料は京都の祗園祭に関する
ものである。
ご∬l
「祗園祭は,古くから祗園会 (ぎおんえ)と呼ばれ,さらに御霊会 (ごりょうえ)とも称されて,平安
朝のころは国家的行事として催されたものである。
そもそもは平安朝の初期,清和天皇の貞観十一年 (人六九)に都に疫病が流行 したことがあつて,これ
を退散させるために,六十六本の鉾を立てて神輿 (みこし)を神泉苑というところに送って大祈藤を修し
たことがはじまりだとされている。医術も幼稚で,薬もなかつた時代には,神仏に祈ること以外には病魔
からのがれる道はなかったのである。
そのころ,政治の中心勢力であつた藤原一門の有力者が四人までも,つぎつぎに病気に倒れ,あるいは
落雷に打たれて死ぬという事態が起った。それを偶然のことではなく,御霊 (ごりょう)のタタリである
と信じたのは,当時の御霊信仰にもとづくものである。
御霊というのは,人間の生活に災危をもたらす荒あらしい霊魂のことで,多くはこの世に怨念をのこし
て非業の最期をとげた人たち,ことに政争に破れて不慮の死をとげた貴人の霊をさしている。病気や天災
地変がしきりに起るのは,それらの御霊があばれるからだと信 じて,これをなだめ,慰めしずめる祭りを
御霊会と称した。
この御霊会信仰は平安朝前から急速にたかまって,その初期から中期にかけては一段とさかんになり,
中でも藤原氏の有力者たちに災害をあたえたのは,筑紫にながれて,ついに辺地でさびしく死んでいつた
菅原道真の御霊の憤りによるものであるとして,北野天満官ではさかんな御霊会がおこなわれた。
これより先,京都の人坂の地には人坂神社があつたが,御霊信仰がさかんになるにつれて,この神社に
牛頭天王 (ごずてんのう)がまつられることになった。ついで,人坂神社に近接していた祗園寺は天神,
婆利采女,八王子をまつっているのだが,この寺で勅令をもつて御霊会を執行することとなつた。
牛頭天王というのは元来は牛を護るインド産の牛神である。同時に仏教的には祗園精舎の守護神である。
さらに仏教でいう牛頭天王は,これをわがくにの古神道で神格化すると,武塔天神となり,またその名を
スサノオノミコトという説がうまれた。
そこで,もともとは別箇の存在であつた人坂神社と牛頭天王と祗園寺とは,同じ場所にあるためにしだ
いに接近し,ついには御霊会という形で合体してしまって祗園御霊会と称されるにいたつた。人間をなや
ます悪病や虫害を防ぐには,御霊よりもさらに強い牛頭天王,すなわちスサノオノミコトのおん力にすが
るよりほかないという信仰なのである。
この京都八坂神社の祗園祭は,毎年二月の終わりから六月の十四日にかけておこなわれたが,なにしろ
荒れ神を鎮めるに荒れ神をもつてする祭りであるだけに,しだいにはなやかになった。神輿に従う山車 (だ
し)を主とする練り物,ハヤシを中心とする風流 (ふうりゅう)などがひとびとの興味をよび,中世以降
は,華美をこらした山車や鉾などの行列,祗園ばやしなどが祗園祭の特色となって,全国にひろまってい
つた。折から夏である。人間の病気とともに,農村でも稲作の虫害,牛馬の病害になやまされる季節であ
るために農村にも及んで,御霊会から発した祗園祭はいよいよ盛んになった。」[北九州市教育委員会 :
1970:2-4]
祗園祭は,荒れ神を鎮めるに荒れ神をもつてする祭りであるから,華やかになるのはわ
かるが,その祭りをもとにした小倉の祗園祭が太鼓祗園と呼ばれるには,どういう経緯が
あつたのであろう力、 ガヽ倉祗園の始まりと伝説について以下の2つの資料がある。
「元和四年は初春以来,何となく不安な年で千魃が続いて農民は田植ができず:その上,領内の村々に原
因不明の悪い病気が流行 り,死者が多くなり,何処から,誰が云い触らしたか,流言非語が伝わり,人心
胸々としていました。やがて,間もなく雨に恵まれましたが,今度はこれが又大雨となり更に暴風雨をと
もない,到る処の河川は大洪水となり,豊前一国,大変な災害をうけたのです。仁君と称された程の細川
忠興は,直ちに,全国諸大名が慾しがつていた,父祖伝来の銘器,什器,殊に茶器類は天下の珍品をあつ
めていましたが,これ等を京,大阪にて売り,黄金に換えました。そして米,麦等の食糧を沢山買い入れ
て小倉に持ち帰り,罹災者救済に全部あてたので,領民からは神仏のように感謝されました。更に人心を
安定させるべく,祗園社に,領主自ら,祈願参籠されたとあります。間もなく神慮の程があつて,人心も
少し安定したので,その御礼と人人の心を和らげる考えから天下泰平,護国安全,士民安穏,五穀豊穣 ,
の祈願祭を,故郷の京都,人坂の祗園社の祭礼と同じような盛大華麗な祭典となし,領内の人々を集めて,
三日三晩執行されたのが,旧暦の六月十日,十一,十二日だつたのです。これが『小倉祗園』の始まりで
あると古文書に記されてありますから,丁度今から三百三十九年前 け)の音にあたります。」[大限:1957:
8]
「この人坂神社の創建については,いかにも神社縁起らしい伝説がつたえられている。細川忠興が狩りに
出た折り,たまたま愛宕山にのぼると小さな石の祠 (ほこら)があった。それで持っていた杖でその祠の
扉を開けようとしたところが,中から一羽の鷹 (υ 力｀とび出てくると,はげしく忠興の両目を蹴つて翔け去
つた。失明した忠興は,これは神の怒りにふれたのだと恐個して,非礼を詫び,清地を選んでその愛宕山
の祗園社を移 して祀つた。神慮あらたかで,やがて忠興の眼病は平癒し,みごとにふたたび明を得た。こ
の清地というのが鋳物師町にあたる地だというのである。」 [北九州市教育委員会 :1970:8]
京都の人坂の祗園社の祭礼と同じような盛大華美な祭典とされたのが,小倉祗園の始ま
りである。次は,現在の小倉祗園が太鼓を主体とした太鼓祗園になったという経緯が述ベ
られた資料である。
「このような初期の祗園から盛大な祭事芸能への移行にはかなりの歳月を要しており,すなわち寛永九年
(一六三二)月ヽ笠原氏の入部から数十年を経た元禄―享保年間 (一六人人一一七三六)にかけてようやく
成就させている。すなわち,城下町という近世都市環境の中で,商人の財力を背景として京都祗園と同型
の都市型祗園を完成させたとみるべきであろう。/ 藩政時代の祗園は御神幸にいろいろの趣向をこらし
た傘鉾,人間飾り山,踊り屋台,三味線・笛 。鉦の囃子,踊り子などが随従していた。これを当時『回り
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祗園』と称していたが,これに対して町筋を回らずに自分の町内に山車などを据えて太鼓を打ち鳴らす「据
え祗園」もあつた。/しかし,第二次長州征伐小倉国の戦いによる小倉城の焼失,長州軍の小倉占領,明
治維新など波乱万丈の中で,山車などの祭礼用具は滅失して従来の祗園の形式は失われていき,代わって
今日みられる太鼓を主体とした特徴のある祗園へと移行していつた。/山車の前後に,直径約五〇センチ
の太鼓を一つずつ据える。太鼓は両面打ちであるから二つの太鼓に四人の打ち手を配し,ジャンガラ (銅
拍子)が二人 (一人の場合もある)ついて調子をとる。一台六人 (または五人)のチームで構成される。
一中略― 毎年七月十日から三日間行われていたが,昭和六十二年から七月の第二土曜日を挟む前後三日
間に変更された。昭和三十二年に県指定無形民俗文化財,また昭和三十八年に古い山車五台 (安政三年一
明治三十一年建造)が県指定有形民俗文化財に指定された。/所在地 小倉北区 伝承団体 小倉祗園太
鼓保存振興会」[北九州市史 民俗 :1989:l190-1191]
以上の資料から小倉祗園は明治以後,現在の太鼓祗園へと移行していったことがわかる。
小倉祗園太鼓は,太鼓の両面打ちとして知られている。次の資料は「太鼓の音と意味」
についてである。
「太鼓の太さは,直径,一尺三寸～尺五寸までが定式とされていますが,尺七,まれに二尺ものもありま
す。こんなに大きくなると,余程,力の強い人でないと本当の音は出ませんでしょう。胴は欅 (けやき)
をくりぬいたものです。/打ち方は両面打ちで, 日本全国で一寸他に見当たらない珍しい打法です。一中
略一 太鼓の皮の張り方で,一面は甲高い音を出し,他面は少しにぶい気味の濁音を出します。/甲高い
方を表 (おもて)又本 (ほん)或は甲 (かん)などと称しています。濁音の方を裏 (うら)又は元 (もと)
或は濁 (ドロ)といいます。勿論,表と裏とでは打ち方が全く違います。大体,習い始めは ドロ (裏)の
打ち方から始め,上手に打てるようになつたら,カン (表)の打ち方を覚えるのが定法だそうです。(裏)
の打ち方は,単調で,「どんこ,どんこ, どんこ, どんこ」一中略一カン (表)の打ち方は,難しく,「ど
んこ, どんこどん, どどんこどん, どんこどんこどん, どどんこどん,すつとん,すつとん, どこどこど
こ, どどん こ どん, どん こ どん こ どん」 と,技術 を要 します。 [大隈 :1957:21-22]
第66回小倉祗園太鼓競演大会 2013.ア.20  筆者撮影
<明石のとき打ち太鼓>
次の写真は現存する明石神社にあるとき打ち太鼓である。明石市文化・スポーツ部文化
振興課の資料によると,明石神社にある太鼓 (図13)の胴はけやき作り。中央胴周囲 270。
5cm,直径たて80cm×横 79cm。),皮の周囲254cm,胴の長さ84cm,鉄の留針 54本
(図14左側)・同50本(図15右側),皮(左側)大破・皮 (右側)小破。明石城築城以来 ,
太鼓門におかれ,時刻を知らせていたもので,藩主が皮の張替修理した墨書銘 (嘉永六年
他)(図16)もある。「明石の文化史上に意義深いものである。」と書かれている。
明石神社にある時打ち太鼓
2013. 5。19 筆者撮影
嘉永六年 (太鼓内側墨書)
皮 (左側)大破 皮 (右側)月ヽ破
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明石城研究家 鷹野謹吾によると,江戸時代の初期,元和5年(1619)に新しい明石城
が築かれたそうである。県下では姫路城 (15万石)に次ぐ城であつた。本丸を中心に中堀
と外掘が計画的に造られ,その間は武家屋敷になっていた。中堀の正面 (今の公園南入口)
に太鼓橋と太鼓門があつたのである (図17参照)。 太鼓門は「Tの門」と「能の門」の 2
つの門で守つていた。特に「能の門」は2階建てで城内で一番大きな門だつたようである。
この門の2階に,「とき打ち太鼓」が吊るしてあつた。午前6時の「明け六つ」の太鼓の合
図で,場内の番人は交替をし,門の大戸を開いた。午前 8時は「五つ」,午前 10時は「四
つ」たたき,武士が登城したようである。正午は「九つ」で,午後 2時は俗に「お人つど
き」とよばれていた。この様に 2時間ごとに太鼓を打つて時刻を知らせていたのである。
午後 6時「暮れ六つ」の太鼓で門の大戸は閉じられ,城内の女子は出入りを止められた。
午後 12時「夜九つ」の最終の太鼓で響 戸も閉じられ,男子の出入りも止められたようで
ある。初代城主小笠原慧貴が 16年間治めた後,九州小倉城に移つた。以後7代城主までは
交替が激しかったが8代城主松平置萌 にかわつてからは,代々 世爆子がつづき,17代城主
松平置簑のとき明治維新を迎えたのである。江戸初期から明治になるまで 250年間続いた
明石城の歴史と共に,人々 の生活と「とき打ち太鼓」との関係は,切つても切れない密接
な間がらだつたのである。
[明石とき打ち太鼓建設実行委員会 :1990:10]
朗″ヘ
入共 Fl
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平成 25年(2013)11月に兵庫県立図書館 館長補佐兼協力課長 宮本博氏に「明石の
とき打ち太鼓」についてお話を伺つた。『明石年中行事』(1850年写)の中には,「時斗坊主」
という職名が記されており,『江戸時代役職辞典』には,「御太鼓坊主」「御時計坊主」「土
圭之間坊主」という名前が記載されているそうである。『江戸幕府役職集成』には,「御土
圭役坊主・御土圭間坊主」として “お土圭の間に詰めて,殿中の時間を正確にする係"と
あり,さらに “御土圭の間坊主の中から古参の者が時を定めて御太鼓櫓に上がり時の太鼓
を打つ役を勤めた"という話についても聞かせていただいた。宮本氏より紹介いただいた
文献について記載しておく。
[川口:1981:20]には,「御太鼓坊主」「御時計坊主」「土圭之間坊主」という名前が記
載されている。[笹間 :1972:298-299』には,「御土圭役坊主・御土圭間坊主」の仕事内
容 「御土圭の間に詰めて,殿中の時間を正確にする係である。御土圭の間肝煎は,御土圭
の間坊主の取締りである。」と記されている。また,466頁には以下の通り,仕事内容が記
されている。
「御土圭の間坊主の中から古参の者が時を定めて御太鼓櫓に上り時の大鼓を打つ役を勤めた。御太鼓櫓
は御本丸の御切手門内で大奥の御庭口に近い所にあり,太鼓は直径約二尺 (約一メー トル),打ち棒は樫の
本で約二尺 (約七十センチ)位あつて先端は赤ん坊の頭位大きかつた。太鼓を打つための時の測り方は約
二時間位前に箱に鈴を下げた紐を通して抹香をつめ火をつける。これを高いところに吊しておく。抹香が
燃えて丁度―刻頃になると紐が焼き切れると鈴が落ちてカラカラと転げる。この音で深夜睡っていた坊主
が目をさまし,御櫓へ駆け登つて時の太鼓を打つのであるが夜は半夜替りで二人で勤める。
老中の登城は正四ツ (午前十時)までであるので,四,五人の老中が出そろうまで太鼓を打つので,太
鼓の間を他の場合より伸ばして打つ。それでも老中が出揃わぬと,いつまでも打つている。老中を遅刻さ
せた事にしたくないからで,この朝の四ツだけは特殊な打ち方をした。夕刻の七ツ (午後四時)のお太鼓
は櫓の上で,諸方の御門に気を配りながら,長時間打つている。これも,この太鼓を合図に御城の御門,
外郭の御門も締まるので,御城内に居る役人,商人等は急いで下城せねばならないようになつていた。太
鼓を打ちきつてしまうと無提灯の者は通さない掟であるので,お太鼓の鳴り響いている間に下城できるよ
うに長時間打ち続けるのである。
この御太鼓坊主は同僚中が金を出し合つて一日銀六匁ずつを日当として出すことになっていた。この日
当費用は坊主達の俸禄の御蔵米の中からあらかじめ差引かれて,これを銀に換えて置いたものである。
御太鼓櫓は坊主以外立ち入り禁上の所であつたが正月十六日と四月十六日には特に御殿女中に拝観許可
があったので,櫓内にはわざと坊主共が春画を貼つた御りして女中を赤面させたと言われる。」
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<太鼓職人>
第 1節では,太鼓に関する資料について述べてきた。ここでは,太鼓職人に関わる資料
について述べたい。
皮革製造業の創業 一石川県浅野太鼓の場午
浅野太鼓創業四百周年記念誌『この道四百年』によると,慶長 14年(]609)5月に播磨
国 (現在の姫路市を中心とした兵庫県西南部)から特に熟練の皮革師として知られる播磨
屋左兵衛五郎と,その弟の治郎が加賀藩内の製革技術向上のための指導者として,加賀藩
三代藩主前田利常に呼び寄せられた。この 2人が浅野太鼓の前身である皮革製造業を創業
したのである。以下『 この道四百年』の「創業前夜」から抜粋する。
「二人がはるか遠く加賀藩まで赴くことになつたのは,当時の皮革の需要が全国的にことのほか盛んな
ためだった。牛や馬,鹿などの皮を得て,脱毛してなめした皮革は,古代からさまざまな用途に用いられ
てきた。古くは日本書紀に『崇神天皇 (前九七年～前三〇年。大和政権の初代天皇ともいわれる)十二年
秋九月初て人民を校 へて更に調役を科す。之を男の弓端の調 ,女の手末の調 と云う』と記されている。
『弓端の調』とは,弓を使つて捕獲した獣の肉または皮などを献上するという意味で,すでにこの時代に
は獣肉を常食し,その皮を衣服などに用いていたようだ。やがて平安中期以降,各地に戦乱が勃発するよ
うになると,馬具や 甲 冑,弓道具などの製造に皮革はなくてはならないものとなった。また雅楽や田楽・
猿楽,室町時代に観阿弥・世阿弥によつて大成した能楽など諸芸能に用いられる太鼓や鼓にも良質の皮革
が求められた。そのため諸国の豪族や武士は競つてすぐれた皮革職人を召し抱え,質の高い皮革の生産を
奨励した。」[浅野太鼓創業四百周年記念誌編集委員会 :2009:6-8]
なぜ,熟練の皮革師が播磨国にいたのか。
日本における牛の定着について [小野 :2∞5:69]に
よると,「古くから “名牛"の誉れ高く,のちに特別な肥育によ
つて近江牛や松阪牛などのプランド牛を生み出した素牛が但馬牛
だ。農学博士の吉田忠が著した『牛肉と日本人』によれば,初めて
朝鮮から但馬 (現在の兵庫県北部)に牛を持ち込んだのは,新羅 (古
代朝鮮の一国。七世紀に朝鮮半島を統一)の国の王子天日槍 だと
いう伝説があるという。」(図18参照)―中略―「『日本書紀』には,
天日槍ははじめ播磨の国 (姫路市を中心とする現在の兵庫県南西部)に住み,その後近江 (現在の滋賀県),
若狭 (現在の福井県西部)をへて但馬に移り,出石に永住したと記される。」このことから,太鼓の革
として必需品である牛がどのような経路をたどつて日本にやつてきたかを推測することが
できるとともに,播磨国に熟練の皮革師がいたと想像できるであろう。
_|“ ・師
導
    |
1「F   ‐)・ :
・       ´            遭 菫
ノ■.:
■●
,    (□37)天Btrたとった
図 18 1 [/1ヽ野:2005:70]
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<太鼓づくりの工程>( 浅野 13.9.15 筆者撮影 )
2013年9月15日(日)に浅野太鼓代表取締役専務の浅野昭利さんにインタビューする
ことができた。加賀藩主から褒美を授かるほど皮革の品質が優れているという話の中で,
当時,戦いの時に相手から刃物で切りつけられても革 (防具)力｀刃物を通さず,命が助か
つたという。だから,人の命を守るために腕のいい職人が藩内に必要だつたそうである。
浅野太鼓では大きな太鼓の注文があるが,
ることができない。そのため,屋内用は 3尺
る。
日本の太鼓ブームについて浅野さんに聞いてみた。東京オリンピックや大阪の万国博覧
会で太鼓がブームになつたと聞いたことがあるが,それはほんとうなのかという質問に浅
野さんは, 日本の各地域の祭 りや芸能の紹介があったが,組太鼓として独立した演奏では
なく,祭りや芸能の中で使用されている太鼓として紹介されたのだと答えていただいた。
現在の組太鼓の演奏形態を確立したグループについては,田耕氏 (鬼太鼓座の創始者)
の功績について多くのエピソー ドをお聞きした。第 1章の第 2節でも紹介するが,和太鼓
のグループ鼓童の前身が鬼太鼓座である。
第 1節では,日本の大鼓に関わる内容を述べてきた。学校教育で和太鼓授業をした場合 ,
技術的な指導が多くなりがちだと筆者は考える。日本の大鼓が生活の中でどういう風に使
われてきたかを知ることにより, 日本の伝統音楽のすばらしさを理解できるのではないか
と思う。続いて第2節では,創作和太鼓が戦後,発展を遂げてきた中で,日本だけでなく,
世界でも認められた和太鼓集団 「鼓童」のワークショップを中心に創作和太鼓の多様性の
実践体験を述べていきたい。
あまり大きな太鼓を作つても建物の入口を通
8寸までの大きさになる場合が多いようであ
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注 (1)檸は修復時の復元と思われるため,製作当初からこのような表現だつたか否かは不明。
[吉メ||: 1992:200]
(2)六芸 (りくげい)とは周代に士以上が必ず学ぶべき科日と定められた六種の技芸。
[茅i村: 1955:2504]
(3)天神地祗 (てんじんちぎ)とは天つ神と国つ神。すべての神々。
[新村 : 1955: 1678]
(4)神楽…神を祭るために奏される楽舞。[浅香 :1966:236]
東遊…神社の祭祀に奉納する雅楽歌舞。古くは<東舞 (あづままい)>といつた。
[湊香 : 1966:20]
倭歌…大和歌の中でも,とくに大嘗委の前日の鎮魂祭の式の中で奏されるもの。
[漢看1淳: 1966: 1310]
わが国固有の文学たる和歌。[新村 :1955:2419]
大歌…わが国の宮廷で二月節会・白馬 (あおうま)節会・踏歌節会 。大嘗祭 。新嘗祭 。などの公
儀に用いた歌。 [新村 :1955:297]
久米歌…古代歌謡の一。久米部 (くめべ)が久米舞に歌う歌。
[発斤本f: 1955:699]
誅歌…死者の生前の徳をたたえる歌 [新村 :1955:2531]
(5)平安京や内裏の警護に当たる部署。
(6)北九州市教育委員会 中央図書館 奉仕課の轟良子主任より小倉祗園太鼓に関する資料を提供
していただいた。
(7)現在でいうと今から396年前である。
(8)[大限 :1957:5]によると「鷹とも又蜂ともいう」と書かれている。
(9)直径たて80cm×横 79cmとあるが,[石田:1997:107]には,「片面は直径が80セン
チメー トルで 。・ 。もう一方は直径が79センチメー トル」とある。
[#1:http://Weborch■es.inm.ip/imgsecrch/shOW/C∞57857 2013. 10. 18]
[#2:h十十p://―JhO‐gagoku.com/histOry.htm1 2013.10.2]
[#3:hllpプ/shoSOin kunoicho.gojp/shOsoinPublc/deto‖.do?treGureld 0000014826&idx■&mode=po‖
2013.10.19]
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第2節 創作和太鼓の多様性の実践体験 ―鼓童のワークシ ョップを中心に一
鼓童は,佐渡を拠点に和太鼓を中心とした音楽活動を日本,世界各国で 25年以上行つ
てきたグループである。[鼓童文化財団研究所 :2010]茂木によると「鼓童はプロの太鼓
グループの中でも成功を収めていると言つてよい」[茂木 :2∞3:175]と述べている。な
ぜ鼓童は成功を収めているのか。和太鼓を演奏するために佐渡でどういう生活をしている
のかを取材し,生活体験を通した太鼓との密接な関係について述べたい。
◇鼓童塾(塾長 齊藤栄一氏,担当 千田倫子氏)
は「表現する身体づくり」をテーマとしてい
る。一日の始まりは,体操から始まり,ラン
ニング,ストレッチと太鼓に向かう準備をじ
つくりと行つている。非日常的な生活を4泊
5日体験し,太鼓を演奏するための生活を続
けた結果,日常生活では得ることのできない
充実した日々を過ごすことができたのである。これは,筆者の実践体験である。
鼓童文化財団研修所 (新潟県佐渡市柿野浦にある旧岩首中学校校舎) 参加者撮影
<体操・ランニング>
朝は体操から始まる。塾長 (指導者)
が自ら大きな声で号令をかける。塾生(参
加者),研修生,スタッフ,ここにいるす
べての人が体操に参加する。続いてラン
ニング。行きは上り,帰りは下りの 2km
のコースである。折り返し地点では全員
が来るまで待つ。そこまでたどり着いた
人に全員が拍手を送る。折り返し地点で
全員揃えば後半のスター トである。初日は誰かがするからしなければならないと拍手をし
ていたが,最終日には思いやりの心がこもつた自ら相手を称える拍手になっていた。
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<食事>
食事の世話は研修生が行つている。研修生は2年間,この研修施設 (旧岩首中学校)の
学舎で過ごすことになる。その間,食事はすべて研修生が献立てを考えて作る。食卓には,
佐渡で採れた野菜,魚などをうまく調理し,愛情たつぷりの料理をのせた器が並ぶ。自給
自足に近く,米は研修生が食べる半年分を育てている。研修生が自分たちで植え,育つ姿
を見て, 自分たちの手で収穫したものをいただく。料理を目の前にして感謝の気持ちで胸
が一杯になるのである。食事の後片付けでキッチンに入つた時に,料理の本がたくさん置
いてあつた。「なるほど !」 出された料理はどれも美味しかった理由がわかった。いくらよ
い食材であっても調理する技術が伴わなければいけないと思つた。
炊事場にある料理の本    参加者撮影
食事の後片付けはとても効率がよく,テー ブルの上に残つたおかずをのせ,ラップに包
んで冷蔵庫へ。大皿で各自が好きな分だけとるので残飯がほとんどでない。お茶,コー ヒ
ー,紅茶は食後に各自で前に取りに行く。食後に「お茶」というのは,コミュニケーショ
ンがとれていいと思う。ここでは,食事の決まりごとがある。4泊5日の食事のテーブル
では,同じ人と席を共にしてはいけないのである。最終日の食事までに全員 31人(指導
者,スタッフ3人,研修生8人,参加者 20人)と会話をする。約 1時間の食事時間を有
効に使い,交流のスピー ドをアップさせる方法だと思った。
<掃除>
掃除の箇所は①稽古場②風呂。トイレ③食堂・キッチン④廊下。以上4箇所を4班に分
かれて掃除をする。①,②,④は雑巾がけをする。班員にイタリア人の女性がいた。雑巾
の絞り方がわからなかつたので 「茶巾しばりのようにするとよいですよ」と説明した。雑
巾絞りで日本の文化を感じた。 トイレを見ればその施設の状態がわかる。つまり,汚れや
すい場所を見れば,そこを使用する集団が施設を大切に扱っているかどうかという気持ち
がわかるものである。当然ではあるが,稽古場の床はピカピカに光つていた。
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<ストレッチ>
太鼓を叩く前の体の準備に時間をかけていた。ストレッチは足の裏から腰,背中,首,
股関節にいたるすべての部位に対して行つた。足や手の筋肉を伸ばすことにより,左右の
バランスに気づくことができる。特に太鼓に向けては肩の硬さのチェック (背中に回した
手を組む)が重要である。
ストレッチは①から⑪まで通して行う。②～⑦、⑩は左右交互、③は前後左右行う。
ストレッチ①
足を伸ばして座る
足のつま先を掴む
ストレッチ④
正座・左足を後ろヘ
上半身は背筋を伸
ばす
ストレッチ②
正座・左足を伸ばす
上半身を後ろヘ
ストレッチ⑤
④の姿勢
右足首を外側
ストレッチ③
右足を曲げた上に
左足をのせて曲げる
ストレッチ⑥
④の姿勢
右足首を内側
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ストレッチ⑦
横向きで足をあげ
てとめる5秒
ストレッチ③
首のストレッチ
ス トレッチ⑨
仰向けに寝る
両足を頭の上ヘ
ス トレッチ⑩-1
左足を曲げる
左膝の上に右膝を
のせる
ス トレッチ⑩-2
右足を曲げる
右膝の上に左膝を
のせる
ス トレッチ⑪
開脚・上半身を前ヘ
息を吐きながらゆ
つくり前ヘ
<体操>
ワークショップの後半で,指導者がオーケス トラの打楽器奏者から習った体操を紹介し
ていただいた。この体操は手首・肘・肩と段階的に準備運動していくのが効果的である。
ここでは,手首と肘の体操を紹介する。
手首を交互に曲げる
ひじを交互に曲げる
(撮影協力 :中村佳奈子氏)
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<桶胴太鼓の調律>
桶胴太鼓を l台選び,調
律から始める。調べ (紐)
をすべて外し,太鼓の皮の
張り具合を確認しながら,
自分の好みの音色に仕上げ
ていく。長月同太鼓の調律は
専門の知識がないと難 しい
が,桶胴太鼓は調べの締め
具合で専門の知識がなくて
も音の高低を変化させるこ
とができるのである。そう
いう点においては普段授業で使 う長胴太鼓とはまた違った良さがあると言えるだろう。
【調べの締め方】締め方がわかるように調べを水色と赤色で色分けしているが,
これは1本の調べである。
桶胴太鼓     参加者撮影
????????
?
―
―
?
水色の線 (紐)が太鼓の二面を結ぶ調べ
太鼓を横にして下の赤い線 (紐)から上の方ヘ
締めていく
紐が交差している部分で矢印→が上にある紐
調べが余ればここに巻きつける
なれば音は高くなる
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<太鼓の響きを感じる>
太鼓は一人 l台使用する。5人ずつのグループを作り,A～Dの4つの班を作る。練習
に入ると指導者から「20人の1打音を一箇所に集めるように」という指示がでる。参加者
は遠くに良い響きを届かせるために叩き方を工夫して音を飛ばそうとする。音を集めるた
めには,良い響きを作らなければならない。指導者から「熱き心を持つて打つように」と
いう指示がでる。工夫と気持ちを込めることで音色が,響きが変化していくのがわかつた。
実際に自分の腕の動きを確認してみると,バチを持つ手は頭上にしつかりと振り上げ,打
ち下ろしていた。
A班5台5人 B班5台5人
C班5台5人
太鼓の配置 参加者撮影
<太鼓の基本練習>
人分音符で4つ打ち (ドコドコ)をA班から順に演奏する。A班(ドコドコ)→B班(ド
コドコ)→C班(ドコドコ)→D班(ドコドコ)と演奏し,他の班が打つときは休みであ
る。続いて応用が始まる。指導者が拍子木を使つて合図を出す。拍子木が2回鳴ると逆回
りになるのである。例えば,A班→B班→C班→D班(拍子木 2回カンカン)→C班→B
班→A班→D班→C班(拍子木2回カンカン)→D班→A班・・ 。となるのである。
筆者はC班で演奏していた。その時,自分の前に演奏している班員を一生懸命に見てい
た。演奏が途切れないように集中力が高まつていた。
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<指導のポイント>その 1
鼓童塾の参加者は年齢も15歳～60歳ぐらいまでと幅が広く,学生から中学校教師,消
防士,企業に勤めているなど多種多様な人の集まりである。始めてバチを握つて太鼓を演
奏する人もいた。参加者が演奏を間違えた時は指導者が「ヒーローですね。みなさん。ヒ
ーローになつてください。」と言つた後に「これをソロと言います。みなさん,ぜひ,ソリ
ストになつてください。」とミスした人を励ますのである。ミスをしてそう言われるとがん
ばろうと思うものである。
<太鼓の曲練習>
口唱歌を覚えて曲を練習するのであるが,A,B,2つのパー トをそれぞれ演奏する場合,
日唱歌の言い方を変えているのである。Aはドンコンや ドコドコに対してBはストストや
スットンである。日唱歌の練習をしている時にAかBかどちらのパー トを演奏しているの
かがわかり,2つのパー トにおけるテクスチュアを理解する上で効果的である。
Aパー ト
Bパー トー
ドンウンドコウン
スットントトント
ドコンコドコンコ
ストストストス ト
ドン, トンは四分音符。ウン,スッは四分休符。 ドコンコ, トトントは人分音符,四分
音符,人分音符である。
<数を覚えて演奏する工夫>
集中力を養い,楽しく暗譜するための練習があつた。①～⑩のリズムのパーツおよそ93
拍 (四分の四拍子で考えると23小節)をつないで演奏する。演奏にはルールがあり,①
(偶数拍)を演奏する場合は,次に体みを2拍 (ウンウン)を入れる。② (奇数拍)を演
奏する場合は,次に 1拍休み (ウン)を入れる。というふうに①～②,①～③,①～④,
①～⑤・・・①～⑩を演奏していく。23小節を一気に覚えるのは大変だが,リズムのパー
ツを積み重ねて覚えていくと案外できるものである。このようにして一つのリズムパター
ンを覚えていく工夫がされているのである。
① 4 ドコドコ
ウンウン
② 5 ドコドコドー
ウン
♪♪♪♪
2拍休み
♪♪♪♪♪一
1拍休み
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③ 8 ドコドコドコドコ
ウンウン
④ 4 ドコドコ
ウンウン
⑤16 ドコドコ
ウンウン
⑥ 4 ドコドコ
ウンウン
ドコドコドー
ウン
ドコドー
ウン
ドコドコドコドコドコドコ
♪♪♪♪♪♪♪♪
2拍休み
♪♪♪♪
2拍休み
♪♪♪♪
2拍休み
♪♪♪♪♪一
1拍休み
♪♪♪―
1拍休み
♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
2拍休み
⑦ 5
③ 3
⑩
<指導のポイント>その2
グループの演奏順変更及びリズム変更,あるいは休上の指示で用いられている拍子本は
極めて重要であり,非常にわかりやすい合図となつていた。
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<表現力を養う>
「TUWE TUWE」アフリカのガーナの音楽38拍(16拍→16拍→6拍)で即興身体表現を
した。20人の参加者をABチームに分けて 10人1組のグループを作り,「TUWE TUWE」
の音楽に合わせて即興身体表現をする。下図のAチー ムのAさんがチームの先頭に立ち,
音楽に合わせてパフォーマンスをしながら16拍前進し,16拍後退する。他のC～Sさん
もAさんの身体表現の真似をして前進し,後退する。左側のAチー ムの演奏が終わると右
側 Bチー ムの Bさんという順でABチームが交互に出てきて身体表現をする。A→B→C→
D→・・ 。・Q→R→S→Tという流れで20人のパフォーマンス×3セット,合計60のパフ
ォーマンスをした。参加者一人一人の個性的な即興表現に刺激を受けて,自分も表現の正
夫をしようという気持ちで取り組んでいた。
Aチー ム Bチー ム
この即興身体表現では,アフリカの音楽に触れることができた。また,親しみやすいメ
ロディーと躍動するリズムの組み合わせによつて,参加者の表現意欲が高まつていた。こ
れらの表現活動を通して何を学習したのかを学習の成果として述べたい。
①個人として16拍の即興身体表現を3パターン考えることができた。鎗1作)
②参加者全員のパフォーマンスによつて 60種類の身体表現を行つた。その表現行為
をするために,身体の様々な部位を使つて即興身体表現を体験することができた。
(運動・身体表現力)
③約20分間休憩なしで行つたため,持久力がついた。(運動・持久力)
④Aチー ムとBチー ム,それぞれ対抗意識が生まれ,チー ムでまとまったパフォーマ
ンスをしようという協調性が育まれた。(協調性)
以上4つ(①創作能力②身体表現力③持久力④協調性が育まれる)の成果があつた。
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
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<指導のポイント>その3
参加者の運動能力に差があつたため,指導者からあまり無理のない運動 (速すぎない動
き等)をするように指示があつた。この適切な指示によつて, 自分も含め参加者の不安を
取り除くことができた。このことから,集団で同じパフォーマンスをするときは集団の能
力を考えて,その集団ができるパフォーマンスを考えるべきであると思つた。
岬 MAMALISにCOM TUWE呻
http://―.mOm。‖so.com/?十=em&o=3174&c=36 2013.9.19
?
?
m MAMALISACOM
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<創作>
参加者は好きな食べ物を頭に思い浮かべて,その食べ物の名前を心の中で唱え, リズム
を作る。それを指導者が聞いてホフイ トボードに書く。以下の6つの食べ物について参加
者から提案された。次にホワイ トボードに書かれた食べ物を指導者が①から⑥の演奏順に
並び替え,①と⑤を3回繰り返し演奏することと,①の4拍日,⑤の3拍日と⑥の1拍目
に休符をつけた。
食べ物の名前を目唱歌にして演奏する。
(●四分休符 ○人分休符 4→四分音符 8⇒人分音符)
①カラムーチョ×3  8 8 4 4 ●
②ローストビーフ  4 8 8 4 4
③おにぎりせんべい 8 8 8 8 4 4
④カンパリソー ダ  4 8 8 4 4
⑤ティラミス×3   8 8 8 8 ●
⑥カレー ライス   08 4 4 4
<指導のポイント>その4
指導者は参加者が創作したリズムを①～⑥の順に並び替え,曲として仕上げるために体
符 (①,⑤,⑥)を入れ,拍子を変化 (⑤のみ3拍子)させていた。
<まとめ>
鼓童塾の初日に塾長から「非日常の生活を楽しんでください」と言われた。4泊5日の
佐渡での生活は,確かに非日常であつた。テレビもない。携帯電話も圏外。コンビニもな
い。ただ,太鼓を打つ目的で集まつた20人と鼓童のスタッフとの生活であつた。
朝,日覚め,大部屋にいる人たちと「おはようございます」とあいさつを交わす。
布団をたたみ, トレー ニングが始まる。体操,ランニング,朝食,片付け,掃除,ストレ
ッチ,練習,昼食,片付け,ストレッチ,練習,夕食,片付け,講話で 1日が終わる。非
日常の生活であつたが,これが本当の人間の生活ではないかと実感した。
太鼓を打つには,まず自分の体を知ること。自分の体を知つた上で, トレー ニングに励
み,体を鍛え,心を磨く。そうすれば, 自ずと太鼓は上達していつたのである。この非日
常が,鼓童の音楽を作り上げていることがわかつた。
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第2章 和太鼓の授業実践
第1節 教材「海峡たぬき太鼓」について
教材「海峡たぬき太鼓」は久保山治氏 (1948-2005)による和太鼓のための曲である。
この曲は海にすむ生き物をテーマに創作された詩にリズムをつけて歌う (以下口唱歌と
いう),7つの部分で構成されている創作和太鼓の曲である。この曲を演奏することによ
つて和太鼓の基礎的な奏法を身につけることができる。また、全体の響きを感じ取るこ
とによつて,表現を工夫しながら合わせて演奏することができる。図49は演奏順に並ベ
た日唱歌である。
「海峡たぬき太鼓」
※ (―)はのぼす印
①さあいこうかな さあいこうかな
102・3・4 さあいこうかな
②さかな いるか さかな いるか
1・2・3・4 さあいこうかな
③たいたい いたいた たいたい いたいた
たいたい いたいた たいたい いたいた
④くじら くじら くじら いるか みつけた
くじら くじら くじら いるか みつけた
⑤どこいつた一 あっちだよ― どこいった一 あつちだよ―
1・2・3・4 さあいこうかな
⑥とびうお とびうお とびうお とびうお
とびうお とびうお とびうお はねたよ
⑦さあいこうかな さあいこうかな
1・203・4 さあいこうかな
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図49の詩をリズム譜に表すと図50のようになる。
「海峡たぬき太鼓」の楽譜
※この楽譜は教師用資料として扱うものである。
睡≡≡コ海峡たぬき太餃
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「海峡たぬき太鼓」を生徒が演奏する場合,西洋楽譜にとらわれないように,図51のよ
うな楽譜を考案した。これにより,日唱歌で覚えたリズムを太鼓で打つ場合,左右どち
らの手で太鼓を打つか楽譜を見ただけでわかるように工夫した。
◆右手と左手を使つてたたいてみよう。
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○…右手でたたく ●…左手でたたく 空欄はたたかない
①
②
③
④
⑤
さあ い こ う か な さあ い こ う /Jヽ な
○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○
l 2 3 4 さあ こ う か な
○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○
さ か な る か さ か な る か
○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ ● ○
1 2 3 4 さあ こ う か な
○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○
た い たい た た た い た い た た
○ ○ ● ● ○ ○ ● ●
大三い た い た た た い た い た た
○ ○ ● ● ○ ○ ● ●
くじら くじら くじら レヽるか み つ け た
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
くじら くじら くじら いるか み つ け た
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ●
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ど つ た あ つ ち だ よ
○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●
ど つ た あ つ ち だ よ
○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●
1 2 3 4 さあ こ う か な
○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○
と び り お と び
，?
お と び
??
お と び
??
お
○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●
⑥
⑦
この曲はアつの部分で構成されているが,由の最初と最後の部分が同一であるため,6つ
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と び つ お と び
，?
お と び
，?
お は ね た よ
○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ● ○ ●
さあ い こ う か な さあ
?
? こ う か な
○ ○ ● ● ○ ○ ○ ● ● ○
1 2 3 4 さあ こ う か な
○ ● ○ ● ○ ○ ● ● ○
のテーマを演奏することになる。楽曲としては,「さあ いこうかな」のシンコペーション
のリズムがテーマの①,②,⑤,⑦の曲の後半に「102・304 さあ いこうかな」と演
奏される。また,「さあ いこうかな」の前に「]・203・4」 と1拍ずつ拍をとることによ
つてシンコペーションの演奏をより効果的にしている。②の「さかな いるか さかな い
るか」は,和太鼓の演奏では欠かせない地打ちの二つ打ち (ドコドン ドコドン ドコド
ン ドコドン)のテクニックを習得することができる。③の「たいたい いたいた たい
たい いたいた」は二つ打ち (ドンドン ・コ・コ ドンドン ・コ・コ)のテクニック
を習得できる。ただし,ここでは右左の二つ打ちではなく,右右 左左の二つ打ちである。
④の「くじら くじら くじら いるか みつけた 0・・」はこの曲の中で,一番難易度
が高い演奏部分である。3拍子系と2拍子系の混合拍子で,「ド・・ ド0・ ド00
ド0・ ドコドコ」となる。⑤は3拍子で「どこいった一あっちだよ―」の部分を3つの
パー トに分けて演奏する。「どこ」「いっ」「た一」「ぁつ」「ちだ」「よ―」をo.boc.3つのパ
ー トに分けると,
o.「どこ」「休み」「体み」「あつ」「休み」「休み」
「ドコ   0   0   ドコ ・   ・ 」
b。「休み」「いつ」「休み」「休み」「ちだ」「休み」
「 0  ドコ   ・    ・   ドコ   0 」
c。「休み」「休み」「た一」「体み」「体み」「よ一」
「 ・   ・   ドコ   0   0   ドコ」
となる。3つのパー トをグループで演奏することによつて,3拍子の感覚を他者と協力しな
がら理解することができる。⑥は「とび うお・ 00」の部分を 2つのパー トに分けて演
奏する。「とび」「うお」をd.e。2つのグループに分けると,
d。 「とび」「休み」
「ドコ 00」
e.「休み」「うお」
「・・  ドコ」
となる。ここでも,⑤と同じようにグループ演奏することによつて,2拍子の感覚を他者と
協力しながら理解することができる。最後に⑦が再び演奏されることによつてこの曲のテ
ーマ①が再現されて終了する。
以上のことから、この楽曲を演奏することによつて,シンコペーション,二つ打ち,三
つ打ちなどの基本的な奏法と3拍子系、2拍子系による混合拍子の和太鼓テクニックを習得
することができる。
続いて,演奏順や演奏の工夫は次のようにする。
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0演奏順について
(例1)①→②→③→④い⑤い⑥→⑦
7つのテーマを1回ずつ通して演奏する
(Jl1 2)①×4→②×2→③×2-→④×2→⑤×2→⑥×2→⑦×4
①と⑦だけ4回演奏し,②～⑥は2回ずつ演奏する。
0演奏の工夫
(1)演奏順
演奏順は (例1)や(例2)を基本にして各グループでそれぞれのテーマを何回演
奏するか相談する。
(2)強弱
テーマを演奏する中で強く演奏すると弱く演奏する部分を考える。
(3)速さ
一定の速さで演奏するか,テンポを変えて演奏するかを考える。
(4)その他
よりよい表現をするために身体表現を考える。
「海峡たぬき太鼓」は,筆者が作曲者の許可を得て,神戸市の保育園 0小学校 0中学校
の授業や行事等で演奏する曲として,多くの学校園で使用している教材である。授業等で
この曲に取り組む場合,基本的な奏法ができるようになれば,演奏順を考え,演奏の工夫
に入る。演奏順については (例2)を基本として発表会で演奏する場合が多いが,グループ
の演奏技術に応じて無理のないように考えることが望ましい。また,基本的な演奏ができ
るようになれば,強弱や速度に変化をつけ,曲に合わせた身体表現を創作するなど,演奏
の工夫をすることにより,一層演奏効果が上がると思われる。そして,グループの演奏で
協力しながら曲づくりを完成させていくため,音楽や会話によるコミュニケーションが必
要となる。曲を仕上げる過程で指導者がグループ活動の時間を確保し,段階的に取り組ん
でいく過程をつくれば,個人やグループの達成感を味わうことができる。第2章 第 2節
の指導案では,「海峡たぬき太鼓」を教材とした。この教材によつて,和太鼓の基本的な奏
法を身につけることができる。題材の目標である和太鼓の響きと余韻を味わい,日唱歌か
らイメージする音感覚を和太鼓で表現工夫させたい。
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第2節 指導案 とワークシー ト
指導案については,平成 23年度,神戸市中学校音楽科指導案の形式をもとに作成した。
授業実践校は神戸市の中学校で実施学年は1年生のA組(1)である。平成24年12月に中学
校を訪問し,校長,教頭,学年の先生方に音楽科授業研究の許可をいただいた。その後,1
年生の音楽科担当教師と打ち合わせを行つた。指導案は筆者が作成し,その指導案をもとに
平成 25年1月,音楽科担当者に授業をしていただいた。1年生の和太鼓の授業時数は全 3
時間,クラス数は5クラスである。
授業の準備として,太鼓 (7台),ばち (21組),拍子木,ビデオプロジェクター,
DVDデッキ,YAMAHAパワー ドアンプ (EMX512SC),EVスピー カー lSX300PDを用意
した。和太鼓は1尺6寸である。使用する教室は,音響 (防音と音響機器の有無)を考慮し,
第2音楽室で授業を行つた。授業中に鑑賞する教材は,鼓童の DVD『佐渡へ』の「巴」と
いう由にした。この曲を選んだ理由は,筆者が佐渡の鼓童文化財団研修所で大型の平太鼓を
叩いた時の響きと余韻の印象が深く記憶に残つているからである。太鼓面を打つた時に,ば
ちの眺ね返る力が強いため,体は打つ姿勢から後ろへ仰け反るのである。熟練を要する演奏
家3人の技がこの作品にはある。特にこの授業では,響きや余韻について生徒に考えさせる
ことを重視していた。鑑賞は生の演奏が一番よいが,その代わりに,EVスピーカーと
YAMAHAのパワードアンプで生に近い音を再現することができた。
さて,指導案についてである。題材は,「和太鼓の響きと余韻を味わい,日唱歌による表現を
工夫しながら演奏する」である。『最新 中等科音楽教育法 改訂側 の題材構成の留意′点に,「主
題による題材構成」では,生徒に題材名を示すことで,生徒自身が目標を持ち,学習内容を意識
した学習活動を展開させることができる。(2)と明記されている。3時間の和太鼓授業で常に題材
を生徒に意識させ,学習を展開していきたし、
ワークシー トは「題材の目標」をもとに考えた。「和太鼓の響きと余韻を味わい,日唱歌か
らイメージする音感覚を和太鼓で表現工夫することができる。」が題材に対する具体的な目標であ
るが,和太鼓授業の指導を考える上で,「和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたのかを自
ら考えることができる。」は学習を展開していく中で重要なポイントであると考えた。ワー クシー
トIでは,<和太鼓の響きを感じる><生活の中の太鼓を考えることにより, 日本の伝統音楽を
身近に感じる><演奏技術を知覚する>。 ワー クシートⅡでは,<口唱歌を学ぶ><日本の伝統
音楽の学びを考える>。 これに,生徒の実態を把握する目的で,<楽譜が読めるか><日本の伝
統音楽でしてみたいこと>というアンケート項目を入れた。
注 (1)個人情報保護のため,1年生5クラス (1～510の中から1クラスを選OA組とした。
(21[中等科音楽教育研究会 :2011:最新 中等科音楽教育法 改訂版 :音楽之友社 :p.31]
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第 l学年音楽科 (伝統楽器分野)学習指導案
神戸市立中学校
第 1学年A組(男子 18名 女子22名 計40名)
平成24年1月 7日 第 5校時
授業者 若手女性教師
l.題材名
「和太鼓の響きと余韻を味わい,日唱歌による表現を工夫しながら演奏する」
指導事項
A表現 (21器楽 ア 曲想を感じ取り,表現を工夫して演奏すること。
イ 楽器の特徴をとらえ,基礎的な奏法を身に付けて演奏すること。
〔共通朝  音色, リズム,速度,強弱,形式 構成
(1)題材のねらい
太鼓の歴史は古く,群馬県佐波郡境町から出土した太鼓を持った楽人埴輸から,古墳時代 (4
～6世糸Dに存在し,合図や祈祷など生活に必要な道具として使われていたと考えられる。本題
材では,和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたのかを考えさせ,太鼓の響きと余韻を体
感することによつて,よりよい響きを創りだそうとする意識を持たせたし、 また,西洋の楽譜と
は異なる日本の伝統音楽で多く活用されている日唱歌による指導をすることで,日唱歌からイメ
ージする音感覚を和太鼓で表現させたし、表現する内容は,太鼓の基本的な奏法を練習する中で
自然にリズム感覚が身につくように配慮する (段階的な指勒 。本題材のまとめの教材として,久
保山治作由の「海峡たぬき太鼓」を使用する。この曲は,さまざまなパターンの日唱歌があり,
曲を仕上げることで基本から難易度の高いリズムまで習得することができる。グループ演奏では,
共通事項の音色, リズム,速度,強弱,構成などの音楽を形づくつている要素同士の関連を知覚
し,それらの動きが生み出す特質や雰囲気を感受させたい。第 1学年では,海の生き物をテーマ
にした日唱歌の作品を教材として扱う。次学年では,日唱歌の創作活動からグループ演奏へと発
展できることが望ましし、
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(2)教材設定の理由
教材「淘峡たぬき太鼓」は,明石市の久保山治氏による和太鼓による楽曲で,子どもから大人
までが和太鼓の演奏を楽しむことができる和太鼓グループ「海峡たぬき太鼓」のために書かれた
作品である。日唱歌に「さあ いこうかな」「たい たい いた いた」「くじら くじら くじ
ら いるか みつけた」などがあり,海にすむ生き物をテーマとして唱歌が構成されている。さ
らに,基本的なリズムから難易度の高いリズムまであるので,この曲を演奏することで太鼓のリ
ズムの基本奏法を習得できる。
(3)指導にあたつて
本題材においては,和太鼓の響きを感じ取らせることが重要なポイントである。
和太鼓は他の楽器と違い,叩けば誰でも音を出すことができる。和太鼓の響きの特徴をとらえ,
プロの演奏(DVD翻から奏法や表現をするためにどういう工夫をしているのかを理解させた
い。また,グループ演奏では,全体の響きを感じ取り,表現を工夫しながら合わせて演奏するよ
うに導きたし、
3.題材の目標
・和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたのかを自ら考えることができる。
・和太鼓の響きと余韻を味わい,日唱歌からイメージする音感覚を和太鼓で表現工夫するこ
とができる。
題材の評価規準
ア :音楽への
関心・意欲・態度
イ :音楽表現の
創意工夫
ウ:音楽表現の
技能
工 :錫償
の能力
?
?
?
?
?
?
?
①和太鼓の響きと余韻を
味わおうとしている力、
②和太鼓が生活にどのよう
な役割を果たしていたかを
考えることができた力、
③和太鼓を演奏するため,
主体的に取り組んでいる
力、
①よい響きをつくるため
にどのように表現すれば
よいかを考えることがで
きた力、
②口唱歌からイメージす
る音感覚を表現工夫する
ことができた力、
①太鼓の基本的な
奏法を工夫して表
現する技能を身に
つけている力、
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5.指導計画と評価計画 (3時間配当)
時 間 ◇ねらい ○学習内容・学習活動 評価基準と評価の方法
第 1時 ◇和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたのかを考え,和太鼓の響きと余韻を味わ
つ。
○和太鼓を叩き,響きや余韻を味わう。
・太鼓を1回叩き、響きや余韻につい
て感想を言う。 0人程度)
○和太鼓が生活にどのような役割を果た
していたのかを考える。
・和太鼓の (DVD)を視聴する。
○ワークシートに記入する。
・太鼓の響きと余韻について
・プロの演奏を聴いて良い響きや余韻
を出すために演奏上どのような工夫を
している力、
○グループ演奏 6班
“
～6人)
(太鼓3つの班 18人X2セット)
l.響きや余韻を感じながらみんなで一
つの響きや余韻をつくる。
2. ドコドコて葉EJTする。
3.ドコドコを連打し強弱をつける。
4.ドンドコ
5. ドコドン
6.ドコンコ
○グループ練習 6班
“
～6人)
① リー ダーを決める。
②グループごとに日唱歌を唱えな
がら指で机を叩いて練習する。
ア ①ー和太鼓の響きと余韻を味わおう
としている力、 自分の思いをワー ク
シートに書いている力、
◇ワー クシート・観察
ア ②ー和太鼓が生活にどのような役割を
果たしていたかを考えてワー クシー
、 卜に書いている力ヽ ◇ワー クシート
イー①よい響きをつくるためにどのよう
に表現すればよいかを考えてワーク
シートに書いている力、
ア ①ー和太鼓の響きと余韻を味わおうと
している力、
L錮察      ノ
ア ③ー和太鼓を演奏するため,主体的に
取り組んでいる力、◇観察
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第2時 ◇教材「海峡たぬき太鼓」の日唱歌を理解し、演奏する。
○グループごとに基本打ちの発表
・(Dドコドコ②ドンドコ③ドコドン
④ドコンコ
①¨④を4回ずつ演奏する。
○「海峡たぬき太鼓」の日唱歌を覚える。
(1)「さあいこうかな さあいこうかな
1 2 3 4 さあいこうかな」
9)「さかな いるか
さかな いるか
1234
さあいこうかな」
13)「たいたい レヽたいた
たいたい いたいた
たいたい いたいた
たいたい レヽたいた」
“
)「くじら くじら くじら
いるか みつけた
くじら くじら くじら
いるか みつけた」
6)「どこいった一 あつちだよ一×2
1234
さあ いこうかな」
(6) 「とびうお  とびうお とびうお
とびうお とびうお とび うお
とびうお はねたよ」
(7)「さあいこうかな さあいこうかな
1 2 3 4さあいこうかな」
○プリントで右打ちと左打ちを確認する。
、
―
―
―
―
?
ア ③ー和太鼓を演奏するため,
主体的に取り組んでいる力、
◇観察
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○グループ練習
(日唱歌を唱えながら指打ち)
① (4)の「くじら くじら くじら
いるか」で,ばちを持つた左手を伸
ばして下から上へとあげてい
く。
②どこいった一あっちだよ―は3つの
グループに分ける。
「どこ」「あつ」グル∵プ
「ぃっ」「ちだ」グループ
「た―」「よ―」グループ
③ (1)を4回
(2)を2回
|
(6)を2回
(7)を4回
鏃 奏しやすいように並び方を決める。
○グループ練習の発表
グループ①
グループ②
″け Ю
グループ④
グループ⑤
グループ⑥
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第3時 ◇口唱歌からイメージする音感覚を和太鼓で表現している力ゝ
○グループに分かれて
「海峡たぬき太鼓」の
日唱歌を唱えながら指打ちをする。
「海峡たぬき太鼓」の練習
2回に分けて和太鼓をする。
○グループに分かれて表現工夫する。
①口唱歌からイメージする音の感覚を
表現する。
②表現工夫することを具体的に考え
る。
・強弱をつける
・速度の変化
。音色
③前奏と終わりを考える。
○グループごとに発表する。
・ リー ダーは工夫したところを紹介 し
てから演奏を始める。
力"Ю
グルー プ②
グノL/―プЭ
グルー プ④
グルー プ⑤
グノンー プ⑥
○ワー クシートに記入する。
○次時の連絡をする。
イ ②ー日唱歌をしつかり唱えながら表現を
しようとしている力、く)現察
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評価に関する資料
おおむね満足できると判断できる状況 (B)と判断するポイントと評価方法
欲 評価規準 <諭 雄 >
「おおむね満足できる」状況 (B)と判断するポイント
?
??
?
?
?
?
?
??
?
??
?
①
<観察>
《和太鼓の響きや余韻を味わおうとしている力、》
・太鼓の響きや余韻について関心を持つて視聴していた力、
<ワー クシート1-1>
《和太鼓の響きと余韻を味わおうとしている力、》
・太鼓を叩いた時の響きとその後の余韻について書かれている力、
②
<ワー クシー トI-2>
伽 太鼓が生活にどのような役割を果たしていたかを考えることができた力、》
・太鼓が祈りや儀式で用いられたり,伝達手段として打ち鳴らされたりしていた
ことが書かれている力、
③
<観察>
仰 太鼓を演奏するため,主体的に取り組んでいる力、》
・グループ練習や全体練習で主体的に取り組もうとしている力、
?
??
?
?
?
?
?
?
?
?
①
<ワー クシートI-3>
《よい響きをつくるためにどのように表現すればよいかを考えることができた
力、 》
・友人やプロの演奏を視聴してよい響きをつくるためにどのように表現すればよ
いかが書かれている力、
②
<観察>
《日唱歌からイメージする音感覚を表現工夫することができた力、
・日唱歌をしつかり唱えながら表現をしようとしている力、
》
?
??
?
?
?
?
?
?
①
<発表>
銀 の基本的な奏法を演奏する技能を身につけている力、》
・発表で基本的なリズムが叩けている力、
銀 の基本的な奏法を工夫して表現する技能を身につけている力、
・由の構成を理解して基本的な奏法を工夫して表現している力ゝ
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《学習展開》
◆評価基準と具体例 (Aの場合)
◇ア ①ー和太鼓の響きと余韻を味わおうとしているれ
「十分に満足できる」状況 (A)の具体例
・太鼓の響きや余韻について友人の演奏を聴いて感じたことを積極的に発言していた力、(観察)
・太鼓を叩いた時の響きとその後の余韻について自分がイメージする内容が書かれている力、
(ワー クシートI-1)
◇ア ②ー和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたかを考えることができた力、
「十分に満足できる」状況 (局 の具体例
・太鼓が祈りや儀式で用いられたり,伝達手段として打ち鳴らされたりしていたことがより具
体的に書かれている力、 (実際に生活の中で太鼓が使用されている状況を言葉で表現できて
いる。)(ワークシー トI―υ
◇ア ③ー和太鼓を演奏するため,主体的に取り組んでいる力、
「十分に満足できる」状況 (A)の具体例
・グループ練習や全体練習でよりよい音楽をつくるために主体的に取り組もうとしている力、
(イζ;1,,:)
◇イ ①ーよ。塔 きをつくるためにどのように表現すればよいかを考えることができた力、
「十分に満足できる」状況 (A)の具体例
・友人やプロの演奏を視聴して,よい響きをつくるためどのように表現すればよいかがより具
体的に書かれている力、 (奏法,身心の動きについて書かれている。)(ワークシート1-3)
◇イ ②ー日唱歌からイメージする音感覚を表現工夫することができた力、
「十分に満足できる」状況 (A)の具体例
0日唱歌を覚えてしつかり唱えながら表現工夫をしようとしている力、 (観察)
(口唱歌をしつかり唱え,身体表現も積極的に行つている。)
◇ウ ①ー太鼓の基本的な奏法を工夫して演奏する技能を身につけている力、 (発表)
「十分に満足できる」状況 (→ の具体例
。発表で基本的なリズムを工夫して叩けている力、 (口唱歌や身体表現に積極的に取り組んで
いる。)
・曲の構成を理解して基本的な奏法を工夫して表現している力、
(表現を工夫しようと積極的に取り組んでいる。)
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◇和太鼓ワークシー トI
組 番名前
1.太鼓の響きや余醸を聴いて感じたことを書きましょう。
2.この写真は,群馬県佐波郡境町から出土した太鼓を持つた楽人埴綸です。この埴輪は古墳時
代 (4-6世紀)のものであると推用されています。さて=この壇綸から太鼓が当時の生活に欠か
すことのできないものと想像すると,どのよう姻時 (行事や生活の中)に太鼓が使われていたの
でしょうか。具体的に例を出してみよう。
駒 ://maral輝.h JD/i―rd8hm/00057857;」踏 8imi僚圏ml… 14四副圏嗣鵬
3.プロの和六鼓奏者が良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をしていますか。Cロト気持
ちなど)
1年
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◇和太鼓ワークシートⅡ
1年  組   番名前
1.口唱敵を体験して感じたこと。
2.あなたは楽譜が読めますか?
※教科書に出てくる楽譜を見て旋律のみなら演奏できる人
どちらかにOをしてください。
( はい   いいえ )
3.日本の伝統音楽を学んで感じたことを書きましょう。
4.日本の伝統音楽でしてみたいことは何ですか。Oで囲んでください。(複数回答可)
・等 (こと)      ・三味線 (しゃみせん)    ・尺八 (しゃくはち)
・雅楽 (ががく)    ・和太鼓 (わだいこ)     ・しの笛 (しのぶえ)
・民謡 (みんよう)   ・長唄 (ながうた)一歌舞伎一
・謡曲 (ようきょく)一能―  ・その他 (       )がしたい。
4ア
第3節 授業実践
○授業実践について
【授業研究日程-1年A組一】
① 平成25年1月 7日(月)5校時13:25～14:10(45分授業)
② 平成25年1月 9日(水)6校時 14:25～14:15(50分授業)
③ 平成25年1月15日(火)5校時13:25～14:15(50分授業)
【授業校種・学年】
中学校 0第1学年
【授業場所】
第2音楽室
【授業研究内容】
和太鼓の授業 (全3時間)
【授業者】
若手女性教師
【授業研究者】
溝下 勝一
【授業研究方法】
①授業研究者が和太鼓の中学校音楽科指導案 (1年)とワークシートを作成する。
②授業研究者が作成した指導案をもとに授業者が授業を行う。
③授業研究者による授業の記録 (ビデオ・写真)を撮る。
④授業者によるワークシートの評価
⑤授業研究者によるワークシートの分析・考察
⑥記録ビデオで授業の流れを作成
⑦授業の課題
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授業実践では、l年A組の第 1時～第 3時の授業見学をもとに以下の通り授業の流れを
作成した。授業の始まりと終わりの挨拶は毎時間行つているが,授業の流れでは省略した。
【授業の流れ】
第 1時 ◇和太鼓が生活にどのような役割を果たしていたのかを考え,和太鼓の響きと
余韻を味わ う。 NO.1
時間 授業の流れ 写真・コメン ト
授業前
分 :秒
00:00
02:30
05:00
5校時 13:25-14:10(45//」N授業)
指導者 「和太鼓を連続3時間します」
「冬休みの宿題を回収します」
指導者「プリントを配ります」配布後 ,
プリントに名前と出席番号を
記入させる。「この中で太鼓を
やつたことがある人は ?」
生 徒 数人が手をあげる。
指導者 「太鼓を 1回『 ド～ン』と誰か
に叩いてもらお うと思いま
す」
生 徒 誰も手をあげない。
指導者 「誰かやりたい人いないの?」
指導者 「その響きや余韻を聴いて感 じ
たことを書きましょう」
指導者 「太鼓を叩いてみようという人
はいませんか ?」 指導者が男
子生徒Aを指名する。
生徒A 生徒Aが「ドン」とたたく
指導者 続いて,教師がたたく「ドン」
指導者 「それでは,ワー クシー トの 1
番,書いてくだい」
指導者 「それでは聞いてみます。響き
や余韻はどうでしたか。自分
のことばで発表 してくださ
い」
◆は指導者,◇は生徒に関すること
◆太鼓経験の有無を確認する。
◇ワークシー -1の発問
＼
//
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NO.2
時間 授業の流れ 写真・コメント
06:00
10:∞
15:00
指導者 「Bさん」を指名する
生徒 B「最初は ドンとなつてあとはボ
ワーンとなつた」
指導者 「Cくん」を指名する
生徒C「力強い」
指導者 写真の埴輸に関する説明をし
た後, I-2の問いを読む。
「どんな時に使われていたの
でしょうか?」
生 徒 「うたげ」「祭り」「楽しい時」
指導者 「想像でもいいよ」
「時間をとるので考えてみまし
ょう」
指導者 「それでは聞いてみましょう」
「祭 りとうたげがでましたがそ
れ以外にこんな時に使われて
いたと思う人 ?」
生 徒「運動会」「組体操の時」
指導者 「踊りとか体操とか」
ここで,指導者の体験を話す。
指導者 「今からDVDを見ます」「和太
鼓のプロの奏者がどんなふうに
工夫をしているのかを感 じ取つ
て言葉にして書きましょう」「鑑
賞後にする演奏に生かせるよう
に」「いい音をだすにはどうした
らよいかを考えてください」
◆余韻が残っていたことを発表者に確
認する。
◆「力強い」が音であることを確認する。
◆感 じたことを書くように再度押さえ
る。
◆ワークシー トI-2の発問
◆指導者が正月に神社に行つた時に,
太鼓の音を聞いた話をする。
DVD『鼓童』佐渡へ より8.巴の場面
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NO.3
時間 授業の流れ 写真 。図・コメン ト
lア:00
20:00
23:30
指導者 「どんなふうに工夫をしていた
か書いてください」
生 徒 プリントを書く。
指導者 「どんなふうに工夫していたと
思いますか?」
生徒 D「気持ちを入れるように演奏さ
れていた」
指導者 「他にありますか?」
「Eさん」
生徒 E「足を肩幅の2倍ぐらい広げて
膝を少し曲げていた」
指導者 「Fくん」
生徒 F「太鼓の真ん中を叩いている」
指導者 「みんなが共通して言つてい
ることは,音のことであった
り姿勢だつたり」
「今から叩きますが,意識して
やつて欲しいと思います」
「こうしてやろうかなというこ
とを実行してください」
指導者 グループに分けて練習するこ
とを説明する。(右図)
前半の生徒に,
「太鼓の所まで来てください」
前半生徒 太鼓のところに集まる。
指導者  前半生徒がばちを持ってい
るかを確認する。
太鼓をたたく生徒に「(勝手
に)叩かない」と指導する。
◇鑑賞後,生徒の取り組む姿勢が積極的
になつている。
◆指導者が生徒の発言内容と同じ共感
したかを他の生徒に確認する。
◇出席番号前半。後半は22～40
茶色の● は 1尺6寸の和太鼓
???
黒板
101112  161718
?
?
?
??
131415
?
?ヮ
????
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NO.4
時間 授業の流れ 写真・コメント
25:00
27:00
30:00
指導者 「(後ろにいる)3人,私の方が
見えるようにしてください」
和太鼓を大切に扱 うこと,指
示を聞いて動くことを指導す
る。
指導者 「みんなで 1回叩いて音を鳴ら
してみます」「みんなでそろえ
てください」「拍子木を2回鳴
らした後に『 ドン』と叩いて
ください」
前半生徒 「 0 ・ ドン」
「もう一度0 0 ドン」
指導者 「今度は ドコドコ ドコドコ
ドコドコ ドコドコ」
前半生徒 「ドコドコ ドコドコ ドコ
ドコドコ ドコドコ。・ 0」
指導者 「手をあげていくと大きく
手を下げていくと小さくし
てください」
前半生徒 指導者の動きを見ながら演
奏をする。
指導者 「次はドンドコを4回」
前半生徒 指導者の拍子木に合わせて
演奏する。
指導者  「次はドコドンを4回」
前半生徒 演奏する。
指導者 「次は ドコンコを4回」
前半生徒 演奏する。
指導者 「今までの4つをつなげて」
前半生徒 2回演奏する。
◆前半生徒が叩いたあとすぐに
い」とほめる。
◇前半生徒はミスが多かった。
◆間違えたことを指摘しない。
◆生徒の様子をしつかりみている。
◇うまくできなかつたものが多い。
◆どちらの手で打つて
認する。
も良いことを確
◆リズムが変わる
つことを伝える。
拍前に拍子木を打
ま
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NO。5
時間 授業の流れ 写真・図・コメント
35:00
36:00
40:00
45:00
指導者
後半生徒
指導者
後半生徒
指導者
後半生徒
指導者
後半生徒
指導者
指導者「みんなで 1回叩いて鳴らして
ください」
後半生徒 「 0 ・ ドン」
指導者 「ドコドコを4回」
後半生徒「ドコドコ ドコドコ ドコ
ドコドコ ドコドコ」
指導者 「だんだん大きくしてから小
さくしていきます」
後半生徒 指導者の動きを見ながら
演奏をする。
「次はドンドコを4回」
演奏する。
「次はドコドンを4回」
演奏する。
「次はドコンコを4回」
演奏する。
「4回ずつします」「変わる2
拍前に拍子木を打ちます」
2回演奏する。
「4つのリズムを4回する。
これを 1セット。次回発表
します。その班分けを今か
らします」班分けの説明,
移動。
指導者 「班長を決める。班長は他の
子に教えることができる
人」「4つのリズムをグル
ープで練習」「班長指うち
練習をする」
生徒   班長を決める。
指導者  次時の連絡をする。
◇前半生徒と比べて後半生徒は,音がよ
くそろつていた。前半生徒は2回演奏。
◇一人以外,できていた。
◆前半生徒には手を上げる時に大きく,
下げるときに小さくしたが,ここでは指
導を切り換えて (拍子木)8回で大きく
するように確認した。
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
????
????
●
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第2時 ◇教材 「海峡たぬき太鼓」の口唱歌を理解し,演奏する。 NO.6
時間 授業の流れ 写真・コメント
分 :秒
00:00
04:00
05:00
08:00
10:00
11
13:00
14:00
15:00
00
6校時 14:25～15: 15 (50分授業)
指導者 冬休みの課題返却。
指導者  「前回予告しました。4つの
基本 リズムをやつてみましょ
う」
指導者 「手を出して,机の角を叩い
てみましょう」4つのリズム
を4回ずつ演奏する。
指導者 「班で話し合えるように机を
つけてください」
指導者 「班長が合図を出して始めて
くだい」「1分間時間を取りま
す」
生徒  班長を中心に練習をする。
指導者 発表の班を準備させる。
「聞いてください」
生徒 5班①まわりの音に合わそうと
意識して叩いている。
3班②4つのリズムの 1拍目を
弱く叩いているのでテン
ポがずれる。
2班③終わつても演奏している
生徒がいる。
4班④しつかり叩こうとしてい
る。
6班⑤ 自信を持つて叩いてい
る。「うまい」という声が。
1班⑥できない生徒がいる。
◇ ドコドコX4
ドンドコX4
ドコドンX4
ドコンコX4
◆指導者の太鼓に合わせて指打ちを
せる。
◇できたかどうかを班でお互いに確認
する。
★筆者のコメント①～⑤
◇班長の合図で始める。
◇リズムを覚えていない生徒がいる。
◇後ろの黒板を見てリズムを確認して
生徒がいる。
◇発表の場所にこだわる生徒がいる。
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NO.ア
時間 授業の流れ 写真・ コメン ト
分 :秒
16:00
20:00
指導者 「基本ができるようになつたの
で,今から『海峡たぬき太鼓』
をします」
「この曲,1番から7番まであ
りますが,言葉に合わせてリ
ズムがついています」
「たとえば 1番では,「さあいこ
うかな」のリズムに合わせて
太鼓を叩きます」
指導者 太鼓で ]番をたたく。
「私が読みます」
「さあいこうかな 000」1番
「みんなで さんハイ」
生徒 「さあいこうかな 。・・」
指導者 「さかな いるか 。・・」2番
生徒 「さかな いるか 。・・」
指導者 「たいたい いたいた 。・3番」
生徒 「たいたい いたいた 。・・」
指導者 「くじら くじら・ 。・」4番
生徒 「くじら くじら・・・」
指導者 「どこいつたあつち・・」5番
生徒 「どこいつたあっち・ 00」
指導者 「とびうお とびうお・」6番
生徒 「とびうお とびうお・・・」
指導者 「ア番は 1番と同じです」
「さあいこうかな 」ア番
生徒 「さあいこうかな 。・・」
指導者 「できますか?」
生徒 「できる」
◆歌詞だけのものを配布する。
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図 65
◇日唱歌を言いながら手で机をたたく
生徒が各班に1名程度いる。
◇1回目の日唱歌はあまり元気がない。
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NO.8
時間 授業の流れ 写真・コメント
分 :秒
22:00
25:00
30:00
32:00
35:00
40:00
45:00
48:〔)(D
50:00
指導者
指導者
生徒
指導者
生徒
指導者「最初からいきます」
指導者 0生徒 1番～7番まで日唱歌。
指導者 楽譜を配布する。
「右手か左手で打つか,書いて
います」
指導者 「この後,グループで練習する
ので, リズムを確認 してくだ
さい」「白丸が右手で黒丸が左
手です」「最初は右手から始め
ます」
「さんハイ」
太鼓を打ちながら口唱歌
指導者に合わせて指打ち
グループ練習の指示をする。
グループ練習を始める。
プリントに書き込む。
グループ分けを始める。
パー トに分かれて練習する。
自分のパー トをマーカー等で
弓|く。
グループで合わせる。
友だちにアドバイスする。
4番などテーマを取り出して
練習する
指導者 「席をもどしてください」
「リズムはできているが,
分かれるところがむずかしい」
「次の時間は演奏順を考え,演奏を
工夫してから発表します」
◇2回目の日唱歌は積極的に取り組ん
でいるが,まだできていない。
◆五線でない楽譜 (日唱歌と右手と左手
を記入したもの)を配布する。
◇表情が硬い。日唱歌はない。
◇ここから,生徒の活動が始まる。
指導者は生徒の活動を観察する。
◇グループでコミュニケーションを取
りながら練習している。
◇友だちのプリントに注意するところ
をマーカーで引いてあげる生徒がいる。
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第3時 ◇口唱歌からイメージする音感覚を和太鼓で表現しているか。 NO.9
時間 授業の流れ コメント
分:秒
8分前
5分前
(:)() :()(D
03:00
5校時 13:25～14: 15 (50分授業)
生徒 太鼓の練習をする。
チャイム予鈴
指導者 「今日は発表します」
「この時間に覚えて発表します」
「後ろの時計で 13:55から発
表を始めます」
「それまで,練習をしてくださ
い」
「プリン トを出して 2番を見て
ください」「他の物は机の中に
しまつてください」
指導者 「さっきの時間に別のクラスが
発表しました。声を出して日
唱歌を言つている班はそろつ
ていました」
「しつか リー 人一人が声を出し
てください」
指導者 「1番から7番まで通します
指か手で叩いてください」
「さんはい」
指導者・生徒
「さあいこうかな 。・・」
指導者 。生徒
「さかな いるか 。 ・ 0」
指導者・生徒
「たいたい いたいた 。・ 0」
指導者・生徒
2番
3番
「くじら くじら 」4番
番
◇休み時間,積極的に練習している。
◆プリント返却
◇座席はまだ移動しない。
◆暗譜の確認。
◆発表の時間を確認。
◆不要なものは机の中に入れさせる。
◇プリントを見ながら,日唱歌を言つて
復習している。
◆口唱歌をしっかり言 うように指導す
る。
◆口唱歌を言いながら太鼓を叩く。
◇プリントを見ながら叩いている。
◇準備が遅い生徒がいる。
◇1番・・・よくできている。
◇2番 くできている。
◇3番・・・右右左左を右左右左と間違
えて叩いている生徒が何人かいる。
◇ページをめくる生徒がいる。
◇4番000よくできている。
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NO.10
時間 授業の流れ コメント
分 :秒
04:00
05:00
06:00
指導者・生徒
「どこいつた あつち・ 00」5番
指導者 0生徒
「とびうお とびうお 000」6番
指導者・生徒
「さあいこうかな   ・・ 0」7番
指導者「プリントの3番をみて下さい」
指導者「今から班で練習します」
「各班,1つはどこか工夫をし
てください」
演奏順 (繰り返しは4回まで)
と演奏の工夫 (強弱,だんだ
ん大きく,f,p,速さ)につ
いて説明をする。
「そのほか 振り付けを入れて
いいです」
「くじら くじら 000の
4番の所は,左手をあげてい
きます」「そうすると次の打点
が大きくなります」
「発表の前に,班長がここでこ
ういう工夫をしましたと言つ
てから発表してください」
「3つに分かれているところが
難 しいか ら練習 してくださ
い」「太鼓で 1回練習をする時
間をつくります」「45分から
50分までは1,3,5班」
5番000叩くのは自分のパー トだけか
全部なのかを迷つている生徒が
いる。
6番・・・迷わず自分のパー トだけを叩
いている。
ア番・・・よくできている。
◆プリントの説明
◇説明をよく聞いている。
◆指導者が太鼓を使つて 4番の打ち方
を説明する。
◆次の打点を大きくすると音が強くな
ることを説明する。
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NOol]
時間 授業の流れ 写真・コメン ト
分 :秒
06:00
07:00
14:00
17:00
19:∞
24:00
29:00
33:00
指導者 「]つの班が太鼓 2台使つて
ください」「50分から55分ま
では2,4,6班が太鼓を使つ
て練習してください」
「それでは,班の隊形になっ
てください」
生徒  演奏順と演奏の工夫について
相談を始める。
生徒 相談が終わつた班は,机を手
で叩いて通 し練習をしてい
る。
通し練習をした後に,演奏の
問題点を指摘している。
生徒
生徒 l,3,5班太鼓で練習を始める。
指導者 練習をしている班の指導をす
る。通し練習が終わつたあと
に「どこいつた 。・」5番と
「とびうお・・」6番の指導
をする。
生徒
?，
?
」
4,6班太鼓で練習を始める。
し練習をするグループが多
指導者 班練習が自熱しているため,
様子をみている。
生徒  発表が始まる。
◇プリントを見ながら班ごとに話し合
いが始まる。
◇出来ない所をチェックしている班が
ある。
◇演奏の並び方を考えている班がある。
◇班で決めたことをプリントに書き込
んでいる。
◇班長が発表時に何といつたらよいか
班員に聞いている。
◇指導者の指示はないが,生徒が時間に
なると太鼓を叩き出した。
◇「どこいつた…」5番と「とびうお…」
6番をよく練習している。
◇太鼓を叩いていないグループ
(男女分かれて聞き合いをしていた)
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NO.]2
時間 授業の流れ 写真 0コメント
分 :秒
33:00
35:00
37:00
40:00
42100
44:00
46:00
4ア:00
50:()(D
生徒 2班『最後の「見つけた」を大
きくしました。』
6番とびは男。うおは女。
1班 『1234さあいこうかなを
だんだん大きくしました』
6番とびは男。うおは女。
6班 『1234をゆつくりたたき
ます』
6番とびは女。うおは男。
4班 『最初の「さあ」を強く
します』 6番
とびうおは男女混合で。
3班 『 どこいったとあっちだ
よを小さくしました』
6番とびは男。うおは女。
5班 『「とびうお」を2回繰り
返して最後の「1234」を
大きくします』
6番とびは男。うおは女。
指導者 講評
「リズムがとれていた」
「音を小さくするところは小さく振
り,音を大きくするところは大き
く振つていた」「最初の音を大きく
出す時にしつかり振り上げてい
た」
指導者 「ワークシー トを書いて終わ
ります」
★筆者のコメント
◇『 』班長のコメント
★大きさの変化は少なかつた。
★ 「12340・」の部分は,始めの音を
小さくしてだんだん大きく演奏してい
た。
☆しつかり叩いている生徒が多く,テン
ポが速くなりやすい。
★最初の音は強く叩いていた。途中で音
が消えそうになり,指導者が日唱歌を言
うと,復活する。
★小さくなつていた。リズムの崩れる音
を聞いてみんなが少し崩れた。
★班長のたたき方がしつかりしていた。
「どこいつた」が崩れたが「とびうお」
で復活する。「1234」はみんなが大きく
しようとしていた。
◇ワークシー トを書くときにⅡ-2「楽譜
が読めるか」から記述する生徒が多い。
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第3章 ワークシー トの分析・考察・改善
第1節 授業の分析・考察  -1年A組―の場合
全 3時間の授業を終えて授業の分析と考察を行う。分析については,生徒の回答文から
筆者がその内容にあてはまる項目を分類し,集計後グラフ化した。その後,分析をもとに
考察を行つた。
なお,記述文章の右の数字は生徒番号。下線は女子。複数回答ありの場合は「回答延ベ
人数○人」と記載した。
次のグラフはワークシー トI-1の発間に対する集計結果である。
【ワークシートI集計】(1年A組)【図72】
(男子18人,女子22人,合計40人,回答延べ人数67人)
感覚      強弱      長短    音色・音高
I-1 太鼓の響きや余韻を聴いて感じたことを書きましょう。
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OI-1太鼓の響きや余韻を聴いて感 じたことを書きましょう。(1年A組)【記述文章】
<感覚>28人 男 10人 女 18人
。おなかに響く感 じ,音が太い?強い?感じ (202)
。低くてずっしりとした響き,重たい感じ′余韻があまりなかった。体がつきぬかれるみ
たい (206)
・体の下が重くなつた (107)
・力強い響きがあってすごく直線的に入つてくるような感じ (112)
・体中がじ～んときた (H3)
。最初はすごく力強くて「ドォーン」となるけど,あとは「ボォワー」となつた
すごく耳にのこる感じ (214)
・おなかに響く (215)(224)(233)(136)(137)
・ジーンと響く (219)
・「ドー ン」と底から響いていた (220)
0太くて下から地響きのように力強く聞こえてくるような音 (222)
・鳴ったあと音がゆれている感じがした (224)
・ジーンつてくる響きだつた (125)
・お腹で響いていた  太鼓の中で響いていたと思う (226)
・心にいきなり響いた (227)
・迫力があつてビックリした  ドンつてなつたあとボヨーンつて感じがした (229)
・心臓が飛び出しそうな感じ (130)
・ずつしりとした響きだった (231)
・耳にきた (132)
・お腹に響いた 最初にパッと力強い音が聞こえてあとからぼわ―んと聞こえた (233)
・お腹の中に「ドー ン」と響いてくる感じがした 鬼とかがたたいてそうな音だった
(235)
・安定した響き (136)
・迫力があつた (137)
・重たい (239)
0余韻はあまりなかったから,一瞬で響きわたる感じがした (240)
<強弱>22人  男 11人 女 11人
・強い (203)(205)(1]8)
・大きくて強い音だった (104)
62
0カ強い音が響いていた (108)
・力強い音だった (109)(113)
。力強い (1]0)(234)(235)(138)(239)
・音がでかい (215)
・迫力があり力強い音だつた (217)
・とても大きく力強い音 (118)
・音が大きい (219)(227)
・最初は大きくてどんどん小さく響いている (123)
・すごく大きな音で・・・力強い音 (125)
0とても大きな音 (132)(233)(240)
<長短>13人   男3人 女 10人
・力強くたたいた時はすぐに音がきえたけどやさしくたたいた時は長かつた (20])
・「ドンッ」つて音が短い あまり余韻はない (215)
0「ドンッ」って急に響いてくる あまり余韻はない (216)
。しばらく音が響く (118)
・すぐには聞こえなくて長い問聞こえる (222)
・ピアノみたいにずつと余韻があつたわけではなかった (226)
・余韻はなかった (227)
・ ドンとなりその瞬間に振動がくる そして音が聞こえなくなつても数秒間振動がきた
(128)
0けつこうすぐ音が切れた (130)
・振動がとても伝わつてきた (231)
0最後まで音が響いていた (233)
。長く深く残つていた (234)
0余韻が残つていた (235)
<音色 0音高>4人 男3人 女 1人
0ゲー ムの電子音とはちがう日本つぱい音 (11])
・太鼓の達人とは違う音色 (121)
・かみなりの音みたいだつた (240)
・音がIE‐い (130)
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◆I-1太鼓の響きや余韻を聴いて感 じたことを書きましょう。(]年A組)【考察】
ワークシー トI-1「太鼓の響きや余韻を聴いて感じたこと」について生徒が記述した内
容を4つに分類した。「太くて下から地響きのように力強く聞こえてくるような音」をイメ
ージするもの,「おなかに響く感 じ」のように身体の感 じ方や,「最初はすごく力強くて ド
ォーンとなるけどあとはボォワーとなった」という打面後どのように響き, どのように余
韻が残つているかを感 じ取つているものもあつた。これらを図 Iの項目1「感覚」に分類 し
た。その他には,重量感や聴覚,「′いにいきなり響いた」と心に訴えるものなどを記述した
内容があつた。次に「大きい音」「力強い音」については項目2「強弱」とした。「強弱」に
ついては,ほとんどが「大きく力強い音」という表現であつた。これは,奏者が大きく振
りかぶつて打つ動作を見ていることや奏者が太鼓を打つた時の音の強さが大きいことを生
徒が知覚していることがわかる。「ドンッつて音が短い あまり余韻はない」や 「最後まで
音が響いていた」など,響きや余韻の長さや短さに関するものを項目3「長短」とした。「長
短」に関しては,響きや余韻が長く感じたり短く感じたり,生徒によつて意見が分かれた。
これは、それぞれ響きや余韻を感じる演奏箇所の相違もしくは,感じ方の違いと考えられ
る。また,振動に注目して聴いていた記述には,「ドンとなりその瞬間に振動がくる そし
て音が聞こえなくなっても数秒間振動がきた」というものがあつた。
音色の違いについての比較や,音が低いと書かれていたものは,項目4「音色 0音高」に分
類した。「ゲームの電子音とはちがう日本つぽい音」や「太鼓の達人とは違 う音色」,「かみ
なりの音みたいだつた」については,「音の風景」であるサウンドスケープの体験をもとに,
生徒が普段の生活の中にあるものや自然現象をイメージし,そのイメージしたものと太鼓
の音色を比較していることがわかる。
太鼓の響きや余韻を聴いて,「感覚」で捉えた生徒はクラスの ア0%,「強弱」で提えた生
徒はクラスの55%,「長短」で捉えた生徒はクラスの約33%という結果 (図72)が得られ
た。「感覚 。強弱・長短」3つの内容をすべて記述している生徒はクラスの 1割(4人)い
た。これらの結果をみると,和太鼓の響きや余韻について,クラスの半数以上が「強弱」
について知覚することができ,「感覚」を養 うことができた。また,「長短」「音色」など,
音楽的要素を知覚するだけでなく,今まで体験してきた音と新しく出会つた音を比較し,
その特徴について考えさせることもできることがわかつた。
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【ワークシートI-2集計】(l年A組)【図 73】
(男子 18人,女子22人,合計40人,回答延べ人数73人)
I-2この写真は′群馬県佐波郡境町から出土し
た太鼓を持った楽人埴輸です。この埴輸は古墳
時代 (4～6世紀)のものであると推測されてい
ます。さて,この埴輸から太鼓が当時の生活に
欠かすことのできないものと想像すると,どの
ような時 (行事や生活の中)に太鼓が使われて
いたのでしょうか。具体的に例を出してみよう。
■女子
■男子
40
35
30
25
20
15
10
5
0
祭り。儀式 気持ちの高揚 祝い事 通信手段
OI-2どのような時 (行事や生活の中)に太鼓が使われていたのでしょうか。
(l年A組)【記述文章】
<祭り>56人  男 18人 女20人
・神社でどんどん音が細かくなつている (108)
・儀式に使われる (l;2)
・農作物の豊作を祈る時に使われていた。(222)
・雨乞い等神様に何かを祈るときに使われていたと思う (222)
。神社で何かを祝 うとき (137)
。13夕無り (202) (108) (109) (1]1) (113) (215) (216) (118) (121) (]23) (125)
(227) (229) (231) (233) (235) (136) (138) (239) (240)
|
|
・お祭りで盛り上げるため (226)(130)
・お祭りなど人を楽しませる (217)(132)
・祭 りの一つの行事 (128)
・夏祭りの盆踊りで使われていた (201)
・お囃子,踊る時の音楽」2Xと
・祭りや盆踊りに使われていそう (112)(214)
・お祭りの踊り (224)(13ア)
・獅子舞 (229)
・お祭りで音楽を奏でるとき (234)
<気持ちの高揚>14人 男7人 女 ア人
・ うたげ  酔つぱらつて歌いながら叩いていた (206)
・うたげ (113)(216)
・ うたげ 盛り上がっている時とかお祝いの披露的な (215)
。お酒を飲む時 (224)
・大きな行事のときに使う (107)(118)
・楽しい行事の時 (113)(136)
・運動会の応援 (123)
・お正月 (226)
・音楽・踊りの時 (231)
・劇などをするとき (130)
・応援 (139)
<祝い事>4人  男4人 女0人
・めでたいことがあつたときに使 う (109)(110)(125)
・めでたい時 HAPPYな日に使うかな !?(121)
<通信手段>17人 男6人 女 ‖ 人
0お祝いの始まり (203)
・火災や災害などが起きたとき (202)
0自分の村に何かがきた時に鳴らしていた (104)
・敵が来たとき (206)
0敵兵がせめてきたときの合図 (111)
・弓を打つときの合図 (1]1)
0くまと戦うときの合図 (1ll)
・よ―い ドンのとき (219)
0時計の合図 (220)
0運動会 (125)(227)(233)
・騎馬戦 (229)
・合図を出すため (228)(239)
・競技の開始の合図をする時 (231)
・遠くにいる仲間に何かを知らせるとき,仲間を集めるとき (235)
◆I-2どのような時 (行事や生活の中)に太鼓が使われていたのでしょうか。
(1年A組)【考察】
ワークシー トI-2の集計結果 (図73)より,「どのような時 (行事や生活の中)に太鼓
が使われていたのでしょうか」については,78%の生徒が 「祭 りや盆踊り」と記述してい
る。これは,校区で行われる祭 りや盆踊りの影響が大きいと思われる。「祭 り」とは,「①ま
つること。祭祀 (神や祖先をまつること)。 祭礼 (祭りの儀式)。 ②記念・祝賀 0宣伝など
のために催す集団的行事。祭典」 と『広辞苑』に書かれている。[新村:1955:2260]生徒の
回答の中には,②の集団的行事が多かった。①の「農作物の豊作を祈る時に使われていた」
や「雨乞い等神様に何かを祈るときに使われていたと思う」と記述した生徒が40人中 1人
いた。「通信手段」では,運動会の騎馬戦や組体操等,競技の合図として記述している。他に
「時計の合図」という記述があった。「戦い」については,一人の男子生徒が3つのことを
記述していた。この発問から,「祭り」や 「通信手段」として和太鼓が行事や生活の中で演
奏される音の背景を生徒にイメージさせることができた。
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【ワークシートI-3集計】(1年A組)【図 74】
(男子 18人,女子22人,合計40人,回答延べ人数 127人)
姿勢
手首
腕・肩
腰
足
気持ち
声
音楽的なこと
―
ロ
■男子
■女子
ば ち
太鼓
【ワークシー トI-3集計】
(男子 18人女子22人,
(回答延べ人数68人)
(l年A組)【図75。76】
合計40人)   (男子回答延べ人数24人)
(女子回答延べ人数 44人)(合計 68人)
体の部分
301510
プロの和太鼓奏者が良い響
きを出すためにどういう工
夫をしていますか?
(体のどの部分に注目して
いZ5か)
手首 腰
68
【ワークシートI-3集計】(1年A組)【図77】
(男子4人女子 16人,合計20人,回答延べ人数27人)
図 77 「気持ちや声」
(気持ちや声に注目した人)
■男子 ■女子
OI-3プロの和太鼓奏者が良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をしていますか。
(1年A組)【記述文章】
<姿勢>13人 男2人 女 11人
・板が入つているみたいに背筋が伸びていた (206)
・体の伸びを使っていた (112)
・姿勢をまっすぐ保つていた (215)
0姿勢がとてもいい (216)
0背筋が伸びていて体の軸がぶれていなかつた (222)
。どつしりとかまえてたたいていた (226)
・背筋がのびている (227)(239)
・一回一回を手だけじゃなく上半身全体を動かしてたたいていた (231)
・姿勢は足をひろげてまつすぐ立っていた (233)
・背筋がピンとはつていて姿勢がきれいだつた (234)
・背筋を伸ばして立って姿勢よくたたいていた (235)
・全身を使う (137)
<手首>3人  男 1人 女2人
・毎回毎回たたくときに少しスナップをかけていた (201)
・手首を使つて手をむちみたいにして打つていた (Hl)
・手首を使つて打つている (224)
<腕・肩>22人 男8人 女 14人
・腕を大きく振り上げている (202)(235)
・大きい音を出すために,腕をあげてたたいていた (104)
0手だけでなく,音が大きくなつてくると腕も肩もものすごく動いていた (108)
0手を大きくふりかざしている (214)
0腕を大きく振り上げ力強い音をだす工夫L(217)
。しつかり大きくたたいていた時は腕の根元から動かしていた (118)
0大きな音を出すために肩からばちを動かしていた (220)
・大きな音を出すときは腕全体を使つてふりかぶり,ひじを曲げたところから振り下ろ
してたたいていた (222)
・大きな音を出したい時は手を大きくあげて強い音をだしていた (223)(233)
・手を肩より上にあげている (224)
・打った後軽く上にあげている (224)
・ばちをおもいつきり振り上げて腕でたたいているような感 じ (226)
・大きな音の時に力強く大きく振りかぶり,小さい音の時には細かくしている (227)
・腕の動きがはやかつた (228)
。大きな音を出す時は大きく動かしていて,小さめの音を出す時は小さめに動かしてい
た (229)
。大きな音を出した後は大きく振りかぶつている
小さい音を出す時は手首しか動いていなかつた (]30)
0手をあげる高さも変えていた (231)
。大きく振りかぶり強くたたく (132)
。大きく振 りかぶつてたたく (138)
。手を上までしつかりとあげている (240)
<腰>2人 男0人 女2人
・腰をおろしている (202)
・腰を低くしていた (214)
<足>28人 男 13人 女 15人
・足を大きくひらいていた (104)(113)(214)(215)(132)(240)
・足をひらいていた (205)(219)(123)(137)
・足を肩はばの2倍くらいひらく (206)(109)(227)
・少し右足を後ろにひく 少し曲げる (206)
・利き足がわからないけど右足をひいて力強くたたく (107)
。しつかり足を開いていたし,ひざが少し曲がっていた (108)
0足を肩幅より大きく開く (110)
0足を開いて少し前かがみで打つている (111)
0足をまげて打つていた (111)(227)(233)(240)
・足を大きく開き音を出しやすくする (217)
・足を広げて力強くたたいている (121)
・片方の足を前に出して大きく足を開いている (224)
・足を広げてばちを上にして大きくたたいていた (125)
・片足を前に出していた (227)
・足をひらいて 「ドー ン」とかまえていた (235)
<気持ち>16人 男4人 女 12人
・気持ち重心は下 (206)
・音を出すときに渾身の一撃みたいな感じで気持ちが入つていた (206)
。一回たたくのにも気持ちが入つているように聞こえた (108)
・3人のペースがあつていた (108)
・気持ちを込めてたたく (110)
・一音一音気持ちを込めてたたいていた (214)(217)(235)
・力を込めてたたいている (216)
・気合を入れている (216)
0-つ一つこんな音を出そうと思つてたたいていたと思う (125)
・真剣にたたいていた (227)
・全部の音に気持ちが入つていた (233)
・ りりしさと力強さを感じた (234)
0太鼓をずつと見ていて,たたくことに集中していた (235)
・気持ちがこもつていた (239)
<声>‖人   男2人 女9人
・一人ひとりが声を出していた (201)
・かけ声を出していた (11)(216)
・ところどころ声を「カッ !」 とだしていた (214)
・「はあ !」 とか声を出して気合を入れている (215)
・声を出している (219)
・3人が声を合わせて何かを言つていた (220)
・気合を入れるために声を出していた (130)
・声を出して息を合わせていた (231)
・気持ちを入れるようにかけ声を出していた (235)
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0かけ声の「ヤー」とか「ソレッ」とかを言つている (240)
<音楽的なこと>-11人  男5人 女6人
・たたく強さを変えたり,たたく速さを変えたりしている (203)
・打ち方を大きく振りかぶつたり細かく手首だけで打つて音の大小を出していた。(1ll)
0細かくする所や大きくする所など強弱がすごくしつかりと付いていた (113)
・ただ思い切りたたくのではなく強弱をつけていた (214)
・力強い音が出ている (215)
・種類の同じ太鼓でもメインメロディーやサブメロディーをつくつている (121)
・太鼓をたたいた後の振動も曲に入れている (121)
・たたく強さを変えていた (231)
・たたく強さで強弱をつけていた (226)
・力強くたたいていた (235)
・強弱をつける (137)
<ばち>14人 男 10人 女4人
・ばちをはじくようにたたいていた (206)
・強くたたく時は頭の上ぐらいにばちを持つてきてからたたく (206)
・一回一回ばちがはじかせるように高くあげていた (108)
・ばちの先をもつのではなくて,少し上を持つ (109)
・たたいた後に上に上に持つていく (109)
0たたいたあと,ばちの先を上にあげる (110)
0打つたあと,ばちがしなつていた (111)
0打つた後すぐにばちを太鼓からはなしていた (111)
・大きい音は真ん中で,小さい音は端ですばやく太鼓からばちをはなしていた (l]2)
・弾ませてたたいていた (112)
・細かいリズムを刻む時はばちの先の方だけを大きく動かして持っているところはあま
り動かさずに手首のスナップでたたいていた (222)
。たたく感じとはじく感じがあつた (128)
・ばちは一番下を持つていなかつた (130)
eばちはハの字にひろがつていた (233)
<太鼓>7人  男5人 女2人
・太鼓の振動で音を何回も出す (107)
・中心をたたく (109)(125)(229)
・強くたたいた時はたいこに押し返される感じ (130)
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0大きく振りかぶつてできるだけ真ん中をたたいて力強い音にしていた (136)(239)
◆I-3プロの和太鼓奏者が良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をしていますか。
(]年A組)【考察】
ワークシー ト正-3「プロの和太鼓奏者が良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をし
ていますか」の集計結果 (図74)から,「奏者の体の部分の記述」が 54%,「気持ちや声」
が21%,「太鼓やバチ」が 16%,「音楽的」なことが9%というそれぞれのポイントに注目
して鑑賞していたのが分かる。この結果により,生徒がプロ奏者のどの部分を見ていたの
かということがわかる。図75は図 74の体の部分を一つの項目にまとめてグラフ化したも
のである。「姿勢」の回答者の中には,「背筋が伸びていて体の軸がぶれていなかつた」や「ど
つしりとかまえていた」という体全体の安定感を記述していたり,「全身を使う」という体
全体を使つて演奏しているという内容があつた。「奏者の体の部分の記述」54%の回答をさ
らに分類すると以下のような結果になつた。図76の体の部分に関しては,足・腕・肩に注
目している生徒が,体の部分の回答数のア0%を上回つていることがわかる。図74の<気持
ち>と<声>20%を男女で分類すると,図7アの結果になつた。これは,回答数述べ男女合
わせて27人のうち,男子の回答の22%,女子の回答のア8%が気持ちや声に注目している。
クラスの中で,気持ちや声に注目している男女の実数は,男子が20%′女子が80%である。
これは,このクラスの男子よりも女子の方が演奏者の気持ちの面を敏感に感 じ取つている
からだと筆者は考える。また,「音を出すときに渾身の一撃みたいな感じで気持ちが入つて
いた」や「一音一音気持ちを込めてたたいていた」「一つ一つこんな音を出そうと思つてた
たいていたと思う」を記述していた生徒は,演奏者の心の動きをよく読み取つている。筆
者が2012年11月に和太鼓集団「鼓童」のワークショップに参加して大太鼓のソロ演奏を
間近で聴いた時に,上の生徒の記述内容と同じように感 じたことを記憶している。和太鼓
の打ち手が気持ちを込めてたたくことは,和太鼓の演奏者にとつて,もつとも大切なこと
であると筆者は考える。大阪の太鼓集団 「怒」は′太鼓づくりの町で結成され,演奏家の育
成を目標として,地域と一体となつた演奏活動をしている。皮革産業や太鼓職人がいなけ
れば,太鼓は製造できないのである。牛の皮と本の命をいただいて和太鼓が使われている
ことを知つた上で太鼓を叩けば,自ずと気持ちが入るものであろう。
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【ワー クシー トⅡ-1集計】(1年A組)【図78】(男女39人)
図 78
日唱歌を体験して感じたこと
■覚えやすかった
??????
?
?
?????
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
■難しい 。大変だつた
OⅡ-1日唱歌を体験して感じたこと。(1年A組)【記述文章】
・おもしろかつたし,またやりたい (201)<おもしろかつた>
0覚えるのが大変だつた (202)<大変だつた>
・大変だつたけどがんばりました (203)<がんばつた>
・声を出してすると覚えやすかつたです (♪104)<覚えやすかつた>
・むずかしいなと思いました (♪205)(125)(128)<難しかつた>
0チー ムに分かれてたたくところがむずかしかつた (206)<難しかった>
・全員の大鼓の音で聞こえなかつたからわからないけど、僕は全部歌つていないけど
みんなが歌つていることを信じて歌いました (♪107)<がんばった>
・声を大きく出していたと思う。はつきりと声を出していたと思う (♪108)
<がんばった>
・発表した時少し間違えてしまつたけど楽しかつたです (109)<楽しかつた>
・難しかつたけど楽しかつたです (110)<楽しかつた>
0楽しかつたし,音楽の基本みたいなのを感じた。でもとても難しくうまくはできなか
った (111)<楽しかつた>
・合わせるのが難しかったです。今まで聞いたことがなく,こういうのもいいなあと思
いました (H2)<難しかつた>
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・覚えるのがとても大変でした。合わせるのと強弱や伸ばす所などがとてもむずかしか
つたです (113)<大変だつた>
0-度6年生の時に太鼓をした時にも日唱歌をやりました
ふつうにやるよりもやりやすいと思いました (♪214)<覚えやすかった>
0楽しかつたです  みんなで歌うのはいいと思いました (215)<楽しかった>
・めつちゃめっちゃ楽しかつた !(216)<楽しかつた>
0日唱歌を覚えるだけでも和太鼓がひけるので,とても便利lな感じがしました (217)
<覚えやすかつた>
・すごくやりやすかつた (118)<覚えやすかった>
・大きい声で言つて合わせるとすごくあいました (♪219)<覚えやすかった>
・全員が声を合わせればうまくいくけど,一人が歌つていないとずれたりしていたので
声を合わせるのは大変だと思つた (♪220)<大変だつた>
0難しかつたです 覚えるのが大変でした (121)<大変だった>
。しつかり声を出して歌えば太鼓もたたけるようになつてくるので不思議だなと思いま
した (♪222)<覚えやすかつた>
0日に出して太鼓をたたくと覚えやすくてとてもたたきやすかつたです (♪123)
<覚えやすかった>
・少し難しかったです 歌いながら演奏するのはタイミングを合わせるのが大変だつた
(♪224)<大変だつた>
・タイミングが合わないと響きが合わなくてむずかしかつた (♪226)<難しかった>
0たたきやすかった (227)<覚えやすかつた>
。とても楽しかつた (229)<楽しかつた>
・ リズムがすごく良くて楽しかつたです 強弱があまりできなかつたのでくやしいです
班長をやつてみてみんなをまとめるのはすごく難しかつたです (♪130)
<楽しかつた>
・ リズムが色々あつて面白かつた 太鼓を演奏することはあまりないので体験できて
良かつた  (♪231)<おもしろかつた>
・覚えていなかつたので難しかつたです (132)<難しかつた>
・覚えるのがとても大変だつた 覚えても合わせるのが大変だつた (133)
<大変だつた>
・初めてやったから最初はわからなかつたけどできるようになつたら楽しかつた
歌詞をつけてやると覚えやすかったし,やりやすかつた (♪235)<覚えやすかった>
0覚えていたつもりだつたが 1回間違えてくやしかった (136)<覚えやすかった>
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たたく順番を覚えたりするのが難しかったです。 うまくたたけないので次やるとした
らもつと練習したいです (137)<難しかつた>
口にしつかり出したほうが覚えやすいと思いました (]38)
強くたたくときはどうたたくかなど色々なことがわかりま
覚えやすかったです (239)<覚えやすかった>
ただ太鼓をたたくだけではなく,歌をうたいながらたたく
いと感じました。(♪240)<覚えやすかつた>
<覚えやすかった>
した。歌いながらすると
と覚えやすいしたたきやす
◆Ⅱ一]口唱歌を体験して感じたこと。(1年A組)【考察】
目唱歌については時間を取つて指導したかったところであるが,指導案を作成する中で
あまり練習時間が取れなかつた。日唱歌を体験した生徒が,「楽しかつたし,音楽の基本み
たいなものを感じた。でもとても難しくうまくはできなかつた」と記述したことは日唱歌
の学習にしつかり取り組んでいたからである。『標準音楽辞典補遺』によると,唱歌とは「お
もに稽古のために,暗譜・伝承のために用いられる。」[湊香:1966:186]とある。暗譜 0伝
承のための練習であるから,練習時間をしっかり取らなかつた結果が「とても難しくうま
くできなかつた」ということであろう。日唱歌の効果としては,「口唱歌を覚えるだけでも
和太鼓がひけるので,とても便利な感じがしました」という記述のように,この生徒は楽
譜が読めないが,日唱歌の利便性を実感している。図78は日唱歌を体験して感じた記述を
4つに分類した。日唱歌を体験して,<覚えやすかつた>と感じた生徒が全体の33%,<
楽しい。おもしろかつた>は23%,<がんばった>は8%,<難しい・大変だった>は36%
という結果が得られた。このことから,約6割の生徒が達成感に近いものを感じ,4割近く
が難しい 。大変だったと感じる教材であつたことが,このグラフのデータから読み取るこ
とができる。
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【ワー クシー トⅡ-2集計】(1年A組)【図79】
(男子18人女子21人,合計39人)
【ワークシートⅡ-2集計】(1年A組)【図80・81082】
(男子18人,女子21人,合計39人)
図80 楽譜が読めますか 【全体】
■読める (全体)
■読めない (全体)
読めない
104, 107, 108, 123, 130109, 110, 111, 112, 113,
118, 121, 125, 128, 132,
136, 137, 138
205, 214, 219,220, 222,
224, 226, 231, 235, 240
201,20 , 203,206, 215,
216, 217, 227,229, 233,
239
楽譜が読めますか
【男子】
楽譜が読めますか
【女子】
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◆Ⅱ-2あなたは楽譜が読めます力、 (1年A組)【考察】
この発間は′楽譜が読める読めないことによつて和太鼓の授業に影響するかどうかを調べ
るために加えた。まず,この発間の「楽譜が読めるか読めないか」の基準を考えた。教科
書の楽譜 (メロディー)を見ながら,自分ができる楽器 (リコーダー等)で演奏できれば
楽譜が読める。演奏できなければ楽譜が読めないとした。生徒が記述した番号の左に♪マ
ークを記しているのは楽譜が読める生徒である。このクラス全体のうち,46%は男子,54%
が女子である。図80と図82を見ると,あまり差は見られないが,図81についてみると,
このクラスでは楽譜が読める男子生徒が少ないことがわかる。楽譜が読める読めないこと
によつて和太鼓の授業に影響するかどうかの結果から,「覚えやすかつた」と答えた生徒の
内訳は,楽譜を読める生徒がア人,読めない生徒が6人であつた。「がんばつた」は,楽譜
を読める生徒が2人,読めない生徒が 1人であつた。「楽しい・おもしろい」は,楽譜を読
める生徒が2人,読めない生徒が7人であつた。「難しい・大変」は,楽譜を読める生徒は
4人,読めない生徒は 10人であつた。このことからこのクラスでは,「難しい・大変」と答
えた生徒 14人のア0%は楽譜が読めない生徒であることがわかつた。また,「楽しい・おも
しろい」と答えた生徒9人の約78%は楽譜が読めない生徒であることがわかつた。
【ワークシートⅡ-3集計結果】(1年A組)【図83】
(男子18人,女子21人,合計39人)
図]83 日本の伝統音楽を学んで感じたこと
〆 凶 が
均
|ソ
■日本の伝統音楽を学んで感 じたこと
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OⅡ-3日本の伝統音楽を学んで感じたこと (1年A組)【記述文章】
0これからももつと音楽に触れようと思つた (201)<学ぶ意欲>
・自分の国の楽器なので,聞いていて安心できた
筆も家にあるので音を聴いてみたい (202)<日本音楽の発見>
0じ～んとくるなと思いました (203)<気持ち>
・音をだすときれいだつた (104)<音色を感じる>
0リズムがむずかしかつたです (205)<リズムを感じる>
・楽しかつた もつとやりたかつたです二206)<気持ち>
0日本の音楽はすごいなと思いました (107)<日本音楽の発見>
0太鼓はピアノなどのようにドレミ・・ 0などと音がないけどとても力強くおもしろか
った (]08)<気持ち>
・きれいな音でした (109)<音色を感じる>
・太鼓だけなのに複数の楽器を演奏しているような気がしました (110)
<日本音楽の発見>
・洋楽や電子音にない音の轟が感じられた (111)<日本音楽の発見>
・太鼓はたたくたびに体にドンと入つてくるような感じがした
独特の楽器が多いので音色が違うんだと思いました (112)<音色を感じる>
・しつかりずつしりと何回も体がじ～んと来ました とても楽しかつたです (113)
<気持ち>
0伝統音楽はもつとしぶい感じがすると思つたら,すごく明るい曲だつたのでおもしろ
かったです (214)<日本音楽の発見>
・古い感じですごく楽しかつたです (215)<日本音楽の発見>
・古いけどとても楽しかつたです とてもひびく0・ 0(216)<日本音楽の発見>
・伝統音楽は昔からあるので奥深い音色だなぁと思いました (217)<音色を感じる>
・すごく古い頃から伝わつている楽器に触れるのも良いことだなと思つた (H8)
<日本音楽の発見>
。リズムを合わせるのが難しかつたです (219)<リズムを感じる>
・すごく集中していた 太鼓は動く音がなくて,ずつと同じ音なので難しかつたけれど
その分工夫が必要だと思つた (220)<日本音楽の発見>
0日本やなと思つた 昭和みたいやつた (121)<日本音楽の発見>
。やつぱり昔からある楽器だからなのか,なつかしくなじみやすい音だと思いました
(222)<日本音楽の発見>
・大きな音や小さな音はたたき方でも表現できることがわかりました (123)
<日本音楽の発見>
・“lhe 日本"という感じがしてとてもいいと思いました
また勉強したいと思います (224)<学ぶ意欲>
0音がしぶかった (125)(128)<音色を感じる>
・短調っぱい和音が多い 現代でもお祭 りなどの場面でよく使われている (226)
<日本音楽の発見>
0古くからの伝統はすごいと思いました (227)<日本音楽の発見>
・ふるきよき音を大切にしたいと思つた (229)<日本音楽の発見>
。どの曲もすごくおちつく曲ばかりでした (130)<日本音楽の発見>
・現代の音楽は電子音が多いけど伝統音楽も良いなと思いました (231)
<日本音楽の発見>
・音がいいなと思つた (132)<音色を感じる>
・昔は楽器が太鼓だつたのでいろんな音がでるように形もかえていたのがよくわかりま
した リズムもたくさんつくることができる (233) <リズムを感じる>
・昔からあるものだけどしっかりした音が出ていて昔の人はすごいなぁと思つた
今の音楽だけでなく昔からある音楽にも興味を持ちたいと思つた (235)<学ぶ意欲>
・覚えるのに苦労したんだなと思いました (136)<日本音楽の発見>
・ほかの伝統音楽もやつてみたいです (]37)<学ぶ意欲>
・昔の人は太鼓をどんなふうにたたいていたのかと思いました (]38)
<日本音楽の発見>
・和太鼓は低くて重たい (力強い)感じの音だから和太鼓の曲は力強いものが多いんだ
なと思いました (239)<日本音楽の発見>
・太鼓は深い音だと思つたし,落ち着く音がすると感じました (240)<音色を感じる>
◆Ⅱ-3日本の伝統音楽を学んで感じたこと (1年A組)【考察】
日本の伝統音楽を学んで感じたことについて,生徒が記述した内容を5項目 (<日本音
楽の発見><音色を感じる><気持ち><学ぶ意欲><リズムを感じる>)に分類したも
のが図 83である。<日本音楽の発見>では,「すごく集中して,太鼓は動く音がなくて,
ずつと同じ音なので難しかつたけれどその分,工夫が必要なんだと思つた」と音に工夫を
加える必要性を記述する生徒がいた。<音色を感じる>では,気持ちが安定した状態で感
じる表現である「安心できた」や「ジーンとくる」,「落ちつく音」,「きれいな音」,「なつ
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かしくなじみやすい音」,「奥深い音色」の記述があつた。<気持ち>では, 日本の伝統音
楽としての楽しさを4人中3人が味わっていた。<学ぶ意欲>では,「昔からあるものだけ
どしつかりした音が出ていて昔の人はすごいなぁと思つた。今の音楽だけでなく昔からあ
る音楽にも興味を持ちたいと思つた」の記述から伝統音楽とその当時の人々を理解した上
で,興味を持つたことが伺える。<リズムを感じる>では,和太鼓のリズムのむずかしさ
(合わせるむずかしさも含めて)を感じている。
【ワー クシー トⅡ-4集計】(1年A組)【図84】
複数回答可
男子 女子 合計
等
(こと)
?
?
?
?
?
?
?
?
?
?
113, 121,
128, 130,
201, 202, 206,214,215,216,
217, 220, 222,226,227, 229,
233, 235, 239
7人+15人
2人
三味線 104, 108, 110,
111, 121, 125,
128, ]32, 137
202, 203, 206,214, 215, 217,
2 9,222, 224,226,227, 231,
235, 240
9人+14人
23人
メこノヽ ]10, 1ll, 121
123, 128
2 6, 240 5人+2人
7人
雅楽 121, 123, 128 3人
和太鼓 113, 121, 128,
137
201, 202, 205,206,215, 217,
231, 239, 240
4人+9人
13人
しの笛 108, 109, 121,
128, 136
220, 222 5人+2人
ア人
民謡 121, 123, 128 3人
長唄 121, 123, 128 3人
謡 曲 121, 128 224 2人+1人
3人
その他 0人
合計 141人 43人 84人
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【ワー クシー トⅡ-4集計】(1年A組)【図85】
(男子18人,女子22人,合計40人,回答延べ人数84人)
◆Ⅱ-4日本の伝統音楽でしてみたいことは?(1年A組)【考察】
日本の伝統音楽でしてみたいことの第 1位は三味線′第2位は等,第3位は和太鼓という
結果になつた (この調査は和太鼓の授業中に記述したものである)。 図 84・85の結果から
見ると,日本の伝統音楽の管楽器,弦楽器,打楽器の中では弦楽器に人気が集中している
ことがわかる。この中学校では,1年生で和太鼓,2年生で筆という指導計画をもとに伝統
音楽の指導を行つている。和太鼓と等が生徒の興味 0関心が高いことは授業中の生徒の反
応からわかつていたが,三味線がここまで人気があるということはこの調査で初めてわか
つたことである。管楽器の尺人,しの笛は合計14人と全体の17%である。雅楽,民謡,長
唄,謡曲を選んだ3人はすべてに取り組みたいという積極的に考える生徒であつた。
図85
三味線
(こと)
和太鼓
尺人
しの笛
雅楽
民謡
長唄
謡曲
■合計
■女子
■男子
第2節 和太鼓授業のさらなる発展のための課題
◆第 1章第 1節「日本の大鼓について」の発展的な学習について課題を述べたい。
ここでは,和太鼓授業で伝統音楽をより深めるための<問い>を考えた。以下の文章は
出題例である。文章後,指導できる事項を「―○○○一」で示した。
学習指導要領の内容にあてはまる学習については,次に対象学年,【○○一〇】は出題例
にあてはまる音楽科の目標及び内容である。授業時数が 1時間を超える内容については時
数を記した。
<日本の神話 0伝説より>
スサノオノミコトの乱暴により,アマテラス大神が天の岩戸に隠れたので,天地が闇に
なりました。神々が協議の末,岩戸の前に祭儀の準備を整えました。そして,アメノウズ
メノミコトは桶をさかさに伏せてその上を踏み鳴らしました。その結果,天の岩戸からア
マテラス大神が出てきました。アメノウズメノミコトはどのようなリズムで桶を踏み鳴ら
したのでしょうか? ―リズム創作一 第1学年 【A表現・倉J作(3)一ア】
<太鼓を持つ埴輪より>
次の写真は太鼓を持つ埴輸ですが,太鼓がありません。図の空欄にあなたがイメージし
た太鼓を書いてみましょう。また,その太鼓はどんな材質でどんなばちを使つていたかを
考えましょう。一古墳時代以前の大鼓を想像し,イメージを持たせることができる―
<雅楽>
「雅楽」という用語と音楽は,もともと古代中国の孔子 (前551～前479)によつておこ
された儒教の礼楽思想に基づく音楽です。礼楽思想とは,正しい行いと正しい音楽のつり
あいがとれているという考え方で, しばしば,正しい音楽が響くと,世の中は平和に秩序
正しく維持され,逆に,乱れた音楽が聞こえると世の中も乱れ,国が滅びる,と言われま
した。正しい音楽とはどういう音階を使用していたのでしょうか。あなたが想像する正し
い音階を考えましょう。また,その理由も考えましょう。
―日本の音階一  第2学年及び第3学年 【A表現。創作 (3)一ア】
一道徳の内容―  全学年
【2-(1)】礼儀の意義を理解し,時と場に応じた適切な言動をとる。
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<四天王寺 聖霊会>
大太鼓の写真をもとにどのような装飾があるか調べましょう。
一 日本・中国・朝鮮の文化研究一
<小倉祗園太鼓その ]>
「無法松の一生」の松五郎を演じる阪東妻三郎 (1943年公開)と三船敏郎 (1958年度作
品)の大鼓シーン (DVD)を視聴する。
松五郎の奏法 (「蛙打ち」「流れ打ち」「勇み駒」「暴れ打ち」)[岩下俊作 :1958:‖3
-116]の工夫についてグループ発表をする。(第1時)
一鑑賞―  第2学年及び第3学年 【B鑑賞 (1)一ア】
奏法の工夫の発表をまとめた上で,グループでリズムの倉J作に入る。(第2時)
一リズム創作―  第2学年及び第3学年 【A表現・創作 (3)―イ】
<小倉祗園太鼓その2>
小倉祗園太鼓の2人打ちとジャンガラの演奏を鑑賞する。
リズムを聞いて自分の創作楽譜をつくり,記録する。(第1時)
一鑑賞一  第2学年及び第3学年 【B鑑賞 (1)―ア】
記録したものをもとに3人で合わせる。(第2時)
―器楽―  第2学年及び第3学年 【A表現 0器楽 (2)一ウ】
<明石のとき打ち太鼓>
とき打ち太鼓の資料を読む。
とき打ち太鼓の打法について考える。各グループで10時00分の合図を考え発表する。
一リズム創作―   第 1学年 【A表現・創作 (3)一イ】
時計のなかつたときに,10時という時刻がどうしてわかつたのかを考え,発表する。
御土圭の間坊主の資料を読む。
一江戸時代の時を知らせる制度を知る一
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<太鼓職人>
日本における牛の定着についての資料を読む。
牛のなめしの工程を知る。
一牛の定着と和太鼓の皮の加工について知る―
<太鼓職人の話>
太鼓づくりの工程を知る。
◆第 1章第2節「和太鼓の多様性の実践体験」をもとに指導者としての課題を述べたい。
<ストレッチ><体操>
ス トレッチは和太鼓の授業をする上で重要であるが,実際に床に座ることができる音
楽室がある学校は少ないと思う。筆者の体験から,起立した状態でできる有賀氏の体操
は短時間で効果がある。本論文の授業実践では,体操やス トレッチをする場面はなかつ
たが,床に座つて運動ができるのであれば,体操服に更衣させるのが望ましい。
<太鼓の響きを感 じる>
これは,和太鼓を始める導入で行 うことが望ましい。太鼓の響きをみんなで感じる。
そのためには,指導者が響きを集める場所を明確に示すことが重要である。全員で一つ
の音を打つことにより,みんなの集中力を高めることができる。
<太鼓の基本練習>
人部音符で4つ打ち (ドコドコ)を4班に分けて練習するときに, 指導者に指示され
た班だけが太鼓を打つ。これは即興性があり,班員の集中力が高まる。ただし,指導者
の指示するタイミングがずれると音楽の流れが止まるので,拍子木を打つタイミングと
生徒の演奏を聴きながら,各班の演奏レベルを把握することが重要である。各班の演奏
レベルを把握することによつて,次の指導へとつながるのである。
<指導のポイント>その 1
音楽を指導する場合,間違えた生徒がいると注意する場面がよくあるが,「ヒーローで
すね」と指導すると間違えた生徒は気持ちが楽になるであろう。指導者が生徒に対して
ちょつとした配慮をするかどうかで,授業の流れがよい方向へつながるのである。指導
者が生徒の間違いを受け止めて励ますことは,生徒の次なる意欲へと発展させることで
あろう。
<太鼓の曲練習>
太鼓の曲を演奏する場合,日唱歌は重要な役割を果たす。第 1章の第 2節で述べた太
鼓の曲練習では,Aパート「ドンウン・・・」とBパー ト「スットン・・・」の日唱歌
を同時に言つても言葉が違うのでとてもわかりやすく,演奏中にテクスチュアを感 じる
ことができる。曲練習の初期の段階では,日唱歌はしつかり言いながらたたくことが効
果的である。
第2章の授業実践では日唱歌の練習時間が短かつたことが反省すべき点である。
<数を覚えて練習する工夫>
この練習をする上で,指導者がリズムを暗譜していることが必要条件である。この練
習では,記憶する情報を最小限にしていることが演奏に有効である。例えば,「1回日は
4回打つ。そして2回目は5回打つ,次は8回打つ。そして,それぞれの間に拍子木を奇
数拍のときは 1回,偶数拍のときは2回打つ。」と生徒に数字の情報を与える。生徒は,
数字の情報 4。(2拍休み)・5(1拍休み)・8とイメージする。実際にやつてみるとでき
るのである。これを和太鼓で叩くと12拍演奏することになる。1小節を4拍とすると,
3小節暗譜演奏できたことがわかる。暗譜演奏の早道は,記憶する情報量を少なくするこ
とである。
<指導のポイント>その2
指導者の拍子木は有効であると述べたが,拍子木の種類により響きがかなり違 う。太
鼓の響きを聴きながら,はつきりと音が聞き取れる拍子木を選ぶ必要がある。拍子本を
たたくタイミングは,班またはリズムが変わる 2拍前に叩くのが有効である。また,生
徒のそばまで移動することにより生徒を観察する距離が近くなるため,より生徒の演奏
能力を理解することができる。
<表現力を養 う>
この「TUWE TUWE」は,表現力を養 う上でとても教育効果は高い。これを学校現場
で取り入れる場合の留意点は,表現者,演奏者の役割を理解 しておくことである。表現
者は創作能力を高め,身体表現力を養い,持久力,協調性を育むことを目標にしている
が,演奏者は表現者が目標としていることを援助しなければならない。その点では,授
業で行う場合は,表現者と演奏者の両方を体験させることにより,より効果的な学習の
成果が得られるであろう。
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<指導のポイント>その3
指導者は常に生徒の動きに目を向けておく必要がある。特に生徒全員が指導者の視界
内に入るように心がけることが大切である。そうすることによつて,生徒の体調によっ
て進度を変えることもできる。
<創作>
この創作では指導のポイントが2つある。1つ目は,テー マを絞ることである。食べ物
にするのか,乗り物にするのか,生活用品にするのか。身近なものでわかりやすいテー
マでなければ,すぐに言葉で出てこないからである。2つ日は,生徒が発言した内容をす
ぐに取り入れないことである。生徒が発言した言葉をもう一度生徒に返して反応をみる。
発言したリズムを実際にみんなで手を叩いて演奏する。そして,生徒の反応を見た後 ,
その内容を指導者が取り入れるかどうか判断をする。このことが,指導の流れをスムー
ズにするのである。指導者の意図するリズムを生徒の言葉から見つける。創作でどのよ
うなリズムを生徒に学ばせたいのかを事前に準備しておくことが必要である。
<指導のポイント>その4
創作では休みを付け加えることが大切である。1小節の中でも1拍日か4拍日かどちら
に休符を持つてくるのかによつて曲がかなり違ってくる。また,拍子の変化は無理のな
い程度に入れることが望ましい。拍子の変化が多すぎると生徒は演奏の成就感を味わえ
なくなる。
◆第2章第 1節 教材 「海峡たぬき太鼓」についての発展のための課題を述べたい。
<海峡たぬき太鼓>
日唱歌をする上で,歌詞のみのプリントは効果があることがわかつた。授業で生徒の
様子を観察していると,日唱歌に集中していた。各班に一人程度,日唱歌と並行してリ
ズム打ちをしているものもいた。左右打ちを指示するプリントを先に配布すると,日唱
歌と打法の 2つの課題を進めていかなければならないので,生徒は集中できなくなるで
あろう。
音符つきの教師用の楽譜は, リズム譜に左右の打ち方も書いているのでわかりやすい。
また,日本の伝統音楽で使われる日唱歌を授業で用いる場合,西洋の音楽と日本の音楽
の違いを理解させるためにも楽譜を用いず,図49か図51の自黒楽譜の方が望ましい。
⑤の「どこいつた一あつちだよ―どこいった一あっちだよ 1234さあいこうかな」は
3拍子の感覚を他者と協力しながら理解することができるが,この曲の中では,一番難易
度が高い部分である。この部分では難易度の異なつた指導を試みるのも良いと思う。た
とえば,難易度を高くする場合,「どこい」を 1人が打ち,「つた一」を2人目が打つ。
そうすれば,2人で3拍子を打つことになる。難易度を低くする場合は,「どこいった一
あっちだよ一」を 1人で通して打つ。当然,楽譜通りに3人で3パー トに分かれて打つ
のが一番良いが,できる力量に応じて指導を変えるのも必要なことである。
⑥の「とびうお とびうお とびうお とびうお とびうお とびうお とびうお
はねたよ」は2人がそれぞれ,2つずつ打つが,自分が打つていないときもリズムを感じ,
打つているイメージを持たせることが大切である。
36頁の演奏順について (例1)と(例2)を比較するのも良いと思われる。(例1)は,
1回ずつ全て通すため最短時間で曲を演奏することができる。(例2)は①と⑦を4回ず
つ繰 り返すことによつて, リズムが変化 しないので気持ちの余裕ができ,お互いに聴き
合う効果があると思われる。
演奏については様々な工夫ができる。強弱をつける例は,同じ部分を 2回以上繰 り返
す場合に2回目又は3回以上の場合は最後を弱くすると次の頭の音を強く打つことがで
きる。アクセントをつける例は,「③あ い③うかな」の囲い文字の部分でアクセントを
つける。すると,曲の始まり「さ」にアクセントがつく。そして,「こ」にアクセントを
つけることによつて右手を大きく振り上げることになり,打ち下ろすと音が決まりやす
くなる。速さの変化をする場合は,はじめはゆっくり,徐々 にいつもグループで通して
いるテンポで演奏すると効果がある。最後は,身体表現を考える。例えば,打つていな
い方の腕をしつかり振 り上げたりする。その動作により,高くあげた腕から太鼓をばち
で叩くため,強い音を自然にだすことができる。
◆第2章第2節「指導案とワークシー ト」の発展のための課題を述べたい。
<学習展開>
45頁の 《各時の学習展開》の評価基準の具体例は実際に生徒の文章や指導者の観察記録
を記載した方がよいと思う。次にあげるのは,「十分に満足できる」状況 (A)の生徒の文
章と指導者の観察記録である。
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[45頁参照]
◇アー①ワークシートI-1よ
お腹の中に「ドー ン」と響いてくる感じがした。力強い感じがしてきた。鬼とかが叩い
ていそうな音だった。余韻が残つていた。(やさしい感じ)
◇ア ②ーワークシートI-2より
農作物の豊作を祈る時に使われていたと思う。他にも雨ごい等,神様に何かを祈る時に
使われていたと思う。
◇ア ③ー観察記録
班員と協力
込みを入れ,
べている。
しながら,明らかに積極的に取り組んでいる様子がわかる。プリントに書き
すぐに練習に取り組む積極性がある。練習について自分の意見をしつかり述
◇イ ①ー
背筋が伸びていて,体の軸がぶれていなかつた。大きな音を出す時は,腕全体を使つて
振りかぶり,ひじを曲げたところから振り下ろして叩いていた。細かいリズムを刻む時は,
バチの先の方だけを大きく動かして持つているところはあまり動かさずに手首のスナップ
で叩いていた。
◇イ ②ー
グループ練習のときに積極的に日唱歌をしているか。日唱歌を覚えようと努力している
。ヽ日唱歌をいいながら,表現を工夫しようとしているか。
◇ウ ①ー
基本的な奏法ができており,奏法を工夫して演奏する技能を身につけているかというこ
とを頭において評価をしなければならない。この場合, リズムを理解して叩いているか。
体を使つて日唱歌や表現の工夫をしようと積極的に取り組んでいるか。
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<ワー クシー トI-1>
40頁の指導案では,ワー クシー トの I一l<太鼓の響きや余韻を聴いて感じたことを書き
ましょう>で3人程度に前に出てきて叩いてもらう予定だつたが,授業当日,太鼓を叩き
たい生徒がいなかつたため,急遠指導者が指名しなければならなかった。第 1時の授業で
は,生徒と指導者が太鼓を叩いたが 1尺6寸の大鼓では思つていたより響きが少なかった。
学校に太鼓がない場合はDVDで鑑賞し,I-1の発間に答える方法もあることがわかった。
生徒の回答をより具体的に記述させる表を考えた。[62-63頁参照]
<ワー クシー トI-2>
<どのような時に太鼓がつかわれていたか>を生徒が答えるのは,かなり難しいと感 じ
た。ここでは,下のような表を作れば答えやすいと思う。[65-67頁参照]
具体的に書きましょう
感覚 (例)体中がじ～んときた 心臓が飛び出しそうな感じで,心にいきなり響いた
強弱 (例)大きくて力強い音だつた とても大きな音
長短 (例)「ドンッ」って音が短い あまり余韻はない
音色 (例)太鼓の達人とは違う音色
音高 (例)音が低く
具体的に書きましょう
祭 り (例)夏祭りの盆踊りで使われていた
儀式 (例)雨ごい等神様に何かを祈る時に使われていたと思う
気持ちの高揚 (例)うたげ,運動会の応援,音楽・踊りの時
祝い事 (例)めでたいことがあつた時に使 う
通信手段 (例)敵兵がせめてきたときの合図,火災や災害が起きたとき
90
<ワー クシー トI-3>
<良い響きや余韻を出すためにどういう工夫をしていますか>について,より具体的に
記述させるために,以下の表を作つた。[68-73頁参照]
<ワー クシー トⅡ-1>
<日唱歌を体験して感 じたこと>について,より具体的に記述させるために,以下の表
を作った。[74-76頁参照]
具体的に書きましょう
姿勢 (例)板が入つているみたいに背筋が伸びていた
手首 (例)手首を使つて手をむちみたいにして打つていた
腕 (例)腕の動きがはやかつた
?
(例)大きな音を出すために方からばちを動かしていた
腰 (例)腰を低くしていた
足 (例)足を大きくひらいていた
気持ち (例)音を出すときに渾身の下撃みたいな感 じで気持ちが入つていた
??
(例)かけ声「ヤT」 とか 「ソレッ」とかを言つている
音楽的 (例)細くする所や大きくする所など強弱がすごくしつかりと付いていた
ばち (例)ばちをはじくようにたたいていた
太鼓 (例)中心をたたく
(1)日唱歌を体験して感じたことは何ですか。次の中からあてはまるものを
1つ選びましょっ。        1っoを入れよう
①覚えやすかった 
―②楽しかつた おもしろかつた →
③がんばつた
④難しい 大変だつた
一
(2) 上で選んだ番号を左下に書きましょう。またその理由を書きましょう。/ 才
ζ て
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<ワー クシー トⅡ-2>
<あなたは楽譜が読めますか>について,より具体的に記述させるために,以下の表を
作った。[77-78頁参照]
このワークシー トは楽譜が読めるかどうかの調査であるが,今後の指導のために重要な
資料となる。経験した楽器名の質問で,経験した楽器とその得意度がわかる。得意度がわ
かれば,個々 の生徒への指導の配慮ができる。また,最近練習した曲名を知ることで,そ
の生徒の技術的な能力を知ることができる。もし,合唱コンクールや学年合唱をしている
学校であれば,ピアノ伴奏の候補者を知ることができる。これからやりたい曲名を調べる
ことで,子どもが希望する目標を知ることができる。
あなたは教科書の楽譜 (メロディー)を見ながら,自分ができる楽器 (リコーダー等)
で演奏することができますか。<はい>か<いいえ>で答えてください。また,あなたは
どんな楽器を何年間,経験しましたか。下の表にあてはまる内容を書いてください。
< は い いいえ >のどちらかに○印
経験した楽器名
(校内・校外含む)
経験年数 得意度
○△×
上段・ 0・最近練習した曲名
下段・・・これからやりたい曲名
(例)
アル トリコーダー
7年 △ 主人は冷たい上の中に
かっこう
年
年
年
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<ワー クシー トⅡ-3>
<日本の伝統音楽を学んで感じたこと>について,より日本音楽に興味を持たせるため
に以下の表を作つた。[78-80頁参照]
この表は,ガムラン奏者小林江美氏の講義がヒントになつた。(ガムランのリズムの取り
方は円で考える。)その後,Yukc Okabe氏が開発したiphonアプリの円環音階を知り,
日本の音階をわかりやすく学ぶための教材を考えた。
円の中にある音階は 12時の位置がド,3時の位置がレ#,6時の位置がファ#,9時の
位置がラになる。よつて,12時の位置から時計回りに音階 (ドード#―レー レ#―ミー ファ フーァ#―
ソー ソ#―ラ ラー#―シ)となる。
“ The 日本 "という感じの音階を吹いて感想を書こう。
1.円に音階をすべて書いてから,上の音階と同じ階名を円の中から選び,
蛍光ペンで塗ろう。
2.円の中にある音階をリコーダーで吹いてみよう。(時計まわり,反対まわりなど)
音階 音階を吹いて感じたこと
都節音階 ミ ファ ラ シ ド ミ
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律音階 ミ ファ#ラシ ド#ミ
民謡音階 ミ ソ ラ シ レ ミ
沖縄音階 ミ ソ#ラシ レ#ミ
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<ワー クシー トⅡ-4>
<日本の伝統音楽を学んで感 じたこと>について,より日本音楽に興味を持たせるため
に以下の表を作つた。[81-82頁参照]
伝統芸能調査 !一日本の伝統芸能を調べよう一
◆第2章第3節「授業実践」の発展のための課題を述べたい。
授業の流れは,[教育音楽 :2013]の「私 教材料理法」をヒントに作成した。授業の流
れをよりわかりやすくするために,指導者と生徒の発言を簡潔にした 。また,写真や図を
入れることにより,授業の雰囲気がわかりやすいように工夫した。コメントは授業を見学
して気づいたことを書いた。全3時間の授業のうち,第1時が45分授業であった。授業時
間が5分短くなつた時に,授業の組立や時間配分を事前に考えておかなければならない。
授業の流れを作る場合,ビデオと写真は必要である。今回,授業の流れを作るために多
くの写真を撮ったが,授業の様子を見続けていたために57-58頁の写真がなかつたのは,
反省点である。
授業の流れはスムーズに流れていた。第 1時49頁,時間02:30に太鼓を叩く生徒がい
なかったため,少し待つ時間ができた。50頁,10:00,指導者の発間に対して生徒が積極
的に発言する場面があつた。
場所 (地名) 芸能名 内容
(例)福岡県小倉市 小倉祗園太鼓 1617年に京都の祗園祭を模して始められた
とされ,最初は能の形式だったと言われてい
る。大正時代から山車の前後に太鼓を載せる
ようになり,町内廻りの据え祗園が主体であ
る。(小倉祗園太鼓保存振興会資料より)
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DVDの鑑賞では,映像・音・聞く態度が重要である。映像はプロジェクターでスクリー
ンに投影した。大画面なので,後ろの座席に座っている生徒もよく見えたと思う。音響に
関しては,YAMAHAのパワー ドアンプを使用した。この音響機器は,ホー ルで聴いている
ような音をつくり出すことができ,複数パターンの設定が可能である。また,アンプから
EVのスピーカーにつないで出力する音は臨場感あふれるのである。音響機器がいいと感想
文の内容が充実するのがわかる。
15:00は,みんなが集中して DVDを鑑賞していた。鑑賞後,指導者がプリントを書く
時間を生徒に与えていた。その 3分間はプリントを書く静けさの中でシャーペンの音だけ
が教室に響いていた。5]頁,23:30,指導者が説明したあとに生徒がばちをもつて勝手に
叩いていた。その場面で指導者から「太鼓を叩かない」と指導があった。1日かない指導を
するのであれば,説明の時に指示するのが望ましい。
52頁,25:00,指導者の 示「(後ろにいる)3人,私の方が見えるようにしてください」
はとても大切なことである。和太鼓を指導する場面では,指導者の立ち位置が重要である。
生徒全員が見える位置に立つのはなかなか難しいので,拍子木など音で指示ができるもの
があればいいと思つた。27:00から ]0分間の練習時間をもう少し取ることができれば,
多くの生徒が基本リズムをたたけるようになつたと思うが,45分授業の影響で5分削るな
らやはりこの場面であろう。指導内容がかなり多い中で,時間通りに終了することができ
た。
第2時54頁,05:00,指導者が「1分間時間をあげます」と言つてグループ練習が始ま
った。この ]分間の指示によつて授業にスピー ド感ができた。08:00から15:00の基本
リズムができなかつた生徒への配慮 (復習)は必要であると思う。55頁,16:00に歌詞だ
けの図 65のプリントを配布したが,ここで図 67を西己布して日唱歌をする方法もある。た
だし,本時のねらいである日唱歌を理解するためには,図65で繰り返し練習し,覚える時
間が必要である。
56頁,30:00,生徒が「プリントに書き込む」とあるのは,図67である。このプリン
トにはほとんどの生徒が書き込みをしていた。マーカーで線を引いたり文字の枠を塗つた
りすることを,とても楽しそうに取り組む様子が伺えた。40:00には楽由に関するコミュ
ニケーションも活発になり,JIE員の中には,友だちのプリントに注意点を書き込む生徒も
いた。48:00には「分かれるところがむずかしい」とこの曲「海峡たぬき太鼓」の難しい
点をグループ練習で生徒がお互い指摘し,注意を促している。
第 3時,57頁,0:00を過ぎて,指導者から前の時間に指導したクラスの内容を話し,
「口唱歌を言つている班はそろつていました」という事例を述べている。発表前に,注意
すべき点を指導することは重要である。58頁,05:00から本番に向けて生徒の意識が高ま
つてきた。ここで,4番の難しいリズムをうまく叩くためのアドバイスを行つていた。
59頁,07:00からグループ練習が始まり,ここから12分間は班で問題点を指摘し合 う
など活発な意見交換がなされた。29:00,班の練習が自熱しているため,予定の時間が 4
分経過していたが,生徒の様子を見ながら指導者は太鼓練習の時間を遅らせていた。これ
は生徒に発表の達成感を味わわせる上で,正しい判断であると思う。
60頁,33:00,グループの発表が始まる。班長が工夫したところを説明している。発表
では,ほとんどのグループがパー ト分けを工夫した。強弱をつけるなど,演奏効果を上げ
る努力をしていた。最後にワークシー トを書き始めた時,多くの生徒がⅡ-2<楽譜が読め
ますか>の発問から始めていた。47:00の講評は,発表に対する評価として班ごとの具体
的な講評が望ましいと思われる。
◆第3章第 1節「授業の分析 0考察」よりさらなる課題を述べたい。
<I-1考察より>
I-1の分析・考察をする中で,感覚について曖味な判断をしていたことがわかつた。
[人木 :1997:3]によると,
「心理学では,感覚 (sensction)と知覚 (percep‖on)を区別している。人は通常,遠隔刺激としての
刺激対象をとらえている。ヴェル トハイマー (We‖heimer,M.)は「私は,明るさや色調を見ているの
ではない。空を,本を見ているのだ」と述べている。リンゴを見たとき,それがリンゴであって,美味し
いという意識が生じる状態を知覚と呼ぶ。別の言い方をすれば,知覚は遠隔刺激としての刺激対象をとら
えたときに生じる心理活動である。
それに対し,ある波長をもつた電磁波としての色や,音圧の変動など物理的な事象を特に問題にすると
き,それに対応 して生じる心理的な活動を感覚という。」―中略―「一般に,視覚,聴覚,臭覚,味覚,触
覚 (皮膚感覚)が,五感と呼ばれている。それ以外に,運動感覚,平衡感覚,内蔵感覚があり,皮膚感覚
はさらに触,圧,温,冷,痛に分けられる。」
と述べている。ということは、物理的な事象はどういうものがあり,それに対応 して生じ
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る心理的な活動について研究しなければならない。感覚に関する事例研究をすることによ
り,感覚について理解を深めたい。それはこれからの課題となるだろう。
<I-2考察より>
67頁では<祭り>について「記念 0祝賀 0宣伝などのために催す集団的行事。祭典」
と述べたが,正確に言えばこの分析の分類で<祭り>と<祝い事>をわけたことは間違っ
ている。しかし,<祭り>には,祭る,祀る,奉る,献るという意味があるので<祭り>
と<祝い事>は分けるべきであると判断した。
<I-3考察より>
69頁では,<気持ちや声>の項目について男女別の結果をグラフ化した。男子が22%に
対して女子が 78%であつた。この結果から見れば,男子より女子の方が<気持ちや声>に
関心を持つたことがわかる。どのクラスも同じような結果が出ると思つていたが,男子の
方が上回るケースもあつた。次のグラフは 1年B組の資料である。このような結果から,
クラスによつて分析したグラフの数値は異なるが,そのクラスの実態を知るためには重要
な調査であると思う。
《「気持ち・声」男子 16人中10人》  《「気持ち・声」女子22人中 11人》
回  男子 □  女子
<Ⅱ-1考察より>
日唱歌の効果についてはこれからの研究が必要であると思う。授業実践を通して日唱歌
をすることは,西洋音楽にはない口伝の文化を継承する教育である。ただ,この経験が少
ないためまだ日唱歌に馴染んでいないが,これから日唱歌の経験を積むことによつて,楽
譜を見ないで演奏する良さを理解することであろう。
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<Ⅱ-2考察より>
楽譜がよめる生徒が少ないのは,指導者の責任である。中学校では,週1時間という
限られた時間ではあるが,1人でも多くの生徒が楽譜を読むことができ,演奏できる力をつ
けなければならない。これからは,楽譜が読めるようになるための指導法の確立を目指す
ことがこれからの課題である。
<Ⅱ-3考察より>
和太鼓の授業実践から,日本の伝統音楽を学んで感じたことを分類すると<日本音楽の
発見><音色を感じる><気持ち><学ぶ意欲><リズムを感じる>の5つに分類できた。
この 5つの項目は,音楽教育の目指すべき方向性を導いているのではないだろうか。<学
ぶ意欲><日本の発見>という前向きな姿勢に,音楽的要素<音色><リズム>を感じ取
り,<気持ち>をのびのびと育てる。この授業実践で改めて和太鼓授業についてさらなる
発展の課題を発見することができた。
<Ⅱ-4考察より>
1年A組では第 1位が三味線,第2位が筆,第3位が和太鼓であつたが、1年B組
の集計結果は次のようになつた。授業実践校の生徒が体験したい和楽器のベスト3は
筆と和太鼓と三味線であることがわかつた。
Ⅱ-4日本の伝統音楽でしてみたいことは?
【図測】(男子 16人,女子21人,合計37人)
(こと)
和太鼓
三味線
尺人
しの笛
民謡
長唄
謡曲
その他
理合計
■女子
■男子
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おわ りに
若手音楽科教員 (1～10年)が日常どのような課題を持つているのかというアンケー ト結
果を紹介したい。回答者数は合計 160名(小学校99名,中学校52名,高等学校8名,特
別支援 1名)である。160名の内,104名(65%)の先生方が<日本の伝統音楽の指導>の
項目・事項を課題として取り上げている。佐野によると,
「その多くが,教師自身の経験や知識・技能の不足に端を発するもので,そこに楽器や予算,教材の不
足などが重なり,指導に対する抵抗感や自身のなさ,指導法の硬直化などの悪循環を招いていると察せら
れる。」[教育芸術社 :音楽教育Vent vol.17]
と述べている。筆者が今まで和太鼓授業ができたのは,周囲の教師や管理職,生徒の協力
のおかげである。10年程前か ら和太鼓の授業に取 り組んできたが,最初は楽器 もな く,手
作りのばちを使つて,40人で椅子をたたくところから始めた。椅子をばちでたたくと大音
量になる。それが原因かどうかわからないが,突発性難聴になつてステロイ ド剤を打ちな
がら授業をしたことを思い出す。当時勤務していた中学校では,授業中に多くの生徒が校
内を徘徊していた。そんな生徒たちに,学年の教師は休む間もなく関わつていた。技術科
の教師はものづくり,理科の教師は生徒全員の理科レポー トを廊下に掲示して達成感を味
わわせ,美術科の教師は短時間で仕上がる教材を 1時間に2種類以上用意していた。そん
な中で,音楽科の筆者の関わりはギターであった。阪神 0淡路大震災で被災した神戸市の
学校にフォークグループのアリスがギターをプレゼントしてくれた。それを持つて,授業
中うろうろしている生徒に「音楽室でギター弾こうか」と声をかけた。教師がそれぞれの
教科専門分野で子どもたちに関わつたことで,1年後には全員が教室で授業を受けられるよ
うになつた。その時,「この学校の生徒はパワーがある。これを活かすには和太鼓だ」と筆
者は考えた。管理職や同僚教師に和太鼓を指導したいとお願いをした。和太鼓は1台何十
万円もする。そこで考えたのが,平太鼓である。1尺4寸の平太鼓を9台と締太鼓を2台買
つていただいた。長胴太鼓のように,見せるために平太鼓の台 (1)と櫓 (2を作つた。当然,
学校全体の協力がなければ和太鼓を買うことはできなかつたと思う。
和太鼓授業は和太鼓がなくてもできると筆者は考える。それにかわる桶やタイヤや竹な
ど,指導者が工夫すべきである。和太鼓授業をする上で大切なことは,和太鼓を使って何
を学ばせるかである。
第 1章第 1節で取りあげた四天王寺の聖霊会,小倉祗園太鼓,浅野太鼓,明石のとき打
ち太鼓などそれぞれ何百年も伝統文化が継承されてきた。そのかげには,そこに所属する
指導者や職人の熱い想いがあつたからであろう。四天王寺の聖霊会では,鑑賞する人の気
持ちを思つた住職の丁寧な解説があつた。また,小倉祗園太鼓では,驚かされたことがあ
る。それは,小倉祗園太鼓が始まるまでは小倉城の周辺で太鼓の音が聞こえないことであ
る。本番前なら太鼓の音が街中に鳴り響いていると思つたが,祭りが始まるまで太鼓を鳴
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らさないのが小倉祗園太鼓のきまりであることを知った。これが小倉の地で祭りが今も長
く続いている理由であると理解 した。保存振興会の方の熱い想いを感 じた。明石のとき打
ち太鼓では,宮本氏から多くの情報をいただいた。宮本武蔵が太鼓師を藩主に紹介した話
や,明石の町の区画割 りをした話を聞き,明石の太鼓に関する歴史の深さを感 じた。浅野
太鼓では,太鼓職人の熱い想いが伝わってきた。
その熱い想いをモットー に日々練習に励んでいるのが,佐渡の鼓童である。佐渡へ行く
きつかけは,2012年6月に,神戸国際会館こくさいホールで和太鼓集団 「鼓童」の演奏を
聴いたときの強烈な印象である。そのステージでは,大きな山車が中央に置かれていた。
山車の上で一人ずつ順に大太鼓のソロ打ちをする場面があつた。その場面で,大柄な人た
ちの中でただ一人、小柄な人が打つ音だけが客席の後方までよく響いていたのである。「太
鼓をただカー杯叩いてもよい響きをつくることはできない」と思うと同時に、よい響きを
つくり出すためにどのような工夫をしているのかという点に興味を持つた。
そして,佐渡へ渡つたのである。佐渡に行って驚いたことがある。6月に鼓童のステージ
にあった同じサイズの大太鼓が研修所にあつた。最終日に指導者からソロ打ちをするよう
に言われ,1人で久保山氏作曲の「海峡たぬき太鼓」にチャレンジした。大きなばちで太鼓
の中心近くを打つと跳ね返りがもの凄かった。打つたばちと共に体が跳ばされそうになつ
たのである。太鼓の響きが直接体に伝わるのである。響きを聴くにはやはり,大きな太鼓
でないといけないと思つた。その体験から授業研究のDVDは大太鼓の3人の演奏を鑑賞教
材にしたのである。
■指導案作成における太鼓の奏法等に関する資料を紹介しておく。
『スーパー太鼓塾』
平成 18年度より,教育芸術社と明治図書から出版されている中学 1年生の音楽の教科(表
紙と中)と副読本に,カラーで演奏中の写真が大きく掲載されているのがヒダノ修一氏で
ある。[#5]
彼は3歳よリピアノ,10歳よリドラムを始め、鼓童研修所で和太鼓を習得し,1990年(21
歳)にソロデビューする。同時に長唄囃子、世界各国の民族打楽器を学ぶ。彼はこの本の
中で和太鼓の基本編・実践編 0演奏編と読者にわかりやすく解説している。
[ヒダノ修一:2002]
『 日本の楽器 日本の音I 打楽器』
筆者は文化庁主任文化財調査官という経歴があり, 日本の楽器について幅広く解説して
いる。特に日本の伝統音楽の情報について参考となる「 情報が入
つている。内容は,雅楽
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の楽器をもとに現在の和太鼓について述べている。[高橋秀雄 :2002]
『見ればできる楽器演奏ガイド 和太鼓を打とう』
この本では,実際に和太鼓を使つて練習曲を打つている写真と図で解説しているのでわ
かりやすい。日唱歌では,「中学生の器楽」(教芸)の教科書 (低い音は「ドンドン」「ドコ
ドコ」,高い音は「テレツクテンテン」)に掲載されている内容と類似している。
[浅野太鼓文化研究所 :2005]
『人権総合学習つくつて知ろう!かわ。皮・革 別冊「はじめての和太鼓演奏」』
この本の発行にあたって,著者は天王寺楽所 (てんのうじがくそ)に協力を依頼してい
るため,雅楽の打楽器については非常に詳しく説明されている。三之鼓、だ太鼓、跳鼓、
鶏楼鼓の資料もある。 [坂東  誠 :2002]
『和太鼓入門 心とからだにひびく太鼓をみんなで』太鼓センター編
この本は,奏法の他に太鼓打芸の形態的分類と音楽的表現,太鼓を購入するための資金
や太鼓の選定,練習開始から本番までの計画,運営の諸注意,太鼓の保管方法まで幅広く
わかりやすく解説している。 [西角井正大 :1992]
これまで和太鼓に関するいくつかの本を調べてきた。それらの本の著者について大きく
分けると3つに分類される。まず、プロとして活躍している演奏家,次に和太鼓の指導者
の立場にある人,そして日本の伝統音楽または伝統楽器に関わる専門家である。
太鼓の奏法も含めた太鼓に関する資料・鑑賞教材 DVD・教材 「海峡たぬき太鼓」が揃つ
たところで,指導案づくりである。
平成 22年度 近畿音楽教育研究連合会第 29回研修会で「新学習指導要領にもとづく学
びの創造」をテーマとした講演会に筆者は参加した。音楽的自立を保障する授業づくり「わ
かる」「できる」「かんじる」,「習得・活用・探求」,教養・文化を学ぶ音楽の学習,バッテ
リーリズムの話など,興味のある内容であつた。筆者が作成する指導案については,この
講演の講師に指導助言をいただいた。本大学院の准教授河邊昭子先生である。
授業実践では若手女性教師にお願いした。授業後に,若手女性教師から「口唱歌を言い
ながら机を叩いて練習することによつて,生徒同志協力 しながら難 しいリズム打ちも自然
とできるようになつていた。」という感想をいただいた。そして若手女性教師に日本の伝統
音楽の中で一度でも経験された和楽器があればその内容を書いてくださいとの質問に,竿,
琉球三線,和太鼓,大鼓,小鼓,篠笛という回答をいただいた。
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■授業実践を終えて授業分析・考察の中から,和太鼓授業を通してどういう学びと指導法
があるのかを述べたい。
<和太鼓授業での学び>
◇日本の伝統音楽の良さを発見することができる。
◇和太鼓や和太鼓以外の日本の伝統音楽に対して学ぶ意欲が生まれる。
◇リズムを感じることができる。
◇日本の神話・伝説を学ぶことができる。
◇昔の人が生活の中で太鼓をどのように使用していたかを考え,当時の生活を理解す
ることができる。(祭り。儀式・気持ちの高揚・通信手段 。とき打ち太鼓)
◇雅楽の礼楽思想から日本の音階について学習を深めることができる。
◇雅楽の大太鼓から日本 0中国 。朝鮮の文化を学習することができる。
◇和太鼓演奏者の映像鑑賞から感覚・強弱・音楽的な表現の工夫・音の長短・音色・
音高について感じたことを言葉で表現することができる。
◇和太鼓演奏者の映像鑑賞から太鼓を演奏するための技術 (体の使い方 e気持ち・か
け声・音楽的な表現の工夫0ばちの使い方 0太鼓を打つ場所)を学ぶことができる。
◇口唱歌を体験することによつて, 日本の伝統音楽を学習することができる。
◇創作活動ができる。
◇生徒独自の創作楽譜をつくることができる。
◇太鼓に使われる皮や木の学習をすることにより,牛の定着や胴やなめしの工程をし
ることができる。
<和太鼓の授業の指導法>
◇ストレッチの指導
◇集中力を高める指導
◇即興演奏指導
◇生徒の間違いを受け止めてヒーローにする指導
◇口唱歌による演奏指導
◇口唱歌による指打ち指導
◇記憶する情報量を増やしていくことによつて暗譜能力を向上させる指導
◇拍子本を使つた指導 (生徒のそばまで近づくことができる)
◇表現能力と演奏能力を高める
 ｀◇生徒の能力に応じた指導
◇創作指導。変拍子等
◇白黒楽譜の指導
◇難易度を高くする指導
]03
◇難易度を低くする指導
◇自分が演奏していない時のイメージを持たせる指導
◇演奏の工夫をさせる指導
◇表現する動作により,強い音や弱い音を出す指導
◇人間の生活と音楽のかかわりに関心を持たせる指導
◇日本の音階を理解させる指導
◇日本の伝統音楽に興味を持たせる指導
本論文では,筆者が取材した具体的な事例や授業実践の分析・考察をもとに和太鼓授業
の研究をしてきた。この論文作成にあたり,指導教員の長尾義人教授をはじめ,ご協力い
ただいたすべての方々に感謝したい。また,この研究のさらなる発展に向けて2014年4月
から中学校音楽科の指導者として神戸市の中学校で勤務するわけであるが,和太鼓の授業
実践について,現場に戻つてさらなる研究を進めていきたい。
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注(])図96, 図 100
(2)図97,図98,図99
01尺4寸平太鼓と太鼓台 ○手作 り櫓
○手作り櫓 (取り外し可)
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1尺4寸の太鼓台を考案したのは,久保山治氏である。
この大鼓台は折りたたみ式で,折りたたんだ時に板番号 [コと[回 ,E211と□ ,
□ と匝],日とE711,国と□ が迎い合わせになり,コンパクトになる。車に積み
込むときなどの移動時はとても便利である。
O作り方 (考案者の作り方をもとに筆者がタルキの大さを変更した)
・ 板①  145 11ull(横)×490 11ull(縦)× 1 5 11ull(奥行)を10枚
・タルキ② 120 mm備窺)×35 mm鮨雌)× 35 11ull(奥行)を 3本
0タルキ③  60 11ml(横)×35111111(縦)× 35111111(奥行)を 2本
0タルキ④  60111111備蹟)×40 11ull(縦)× 40 11Ell(奥行)を 4本
0キャスター⑤ 4個
丁番⑥ 20個(丁番をつけるとき
タルキ③  板 10枚
をできるだけ密着させる)30 11ull
タルキ②   ＼ タルキ③
キャスター⑤タルキ④
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タルキ④
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